


心 の 糧
十二使徒評議員

リチ ャー ド ・Ｌ ・エ バ ンズ

誘灘 論籔簾 識 騰 、難㌘需灘 謡 繕 鑑
る人々は誘惑を逃がれて も，新たな誘惑への手がかりを残 しているものだ。」もし悪

を した くなければ，心にその思いを抱 くことさえしてはならない。 もし誘惑につき

まとわれた くなければ，あたかもそれに興味あるごとくにふるまってはならない。

断崖に近づ くことのない人が決して断崖か ら落ちたためしはない。

また，ここで我々の天父は理論家ではないと申しあげて聯こう。理論により神の

創造がなされてはいない。春は理論によってはめぐって来ない。種は理論により成

長 しない。物質的，道徳的，霊的律法はなおも存在し，戒めもまた有効である。だ

れ もそれを撤回 した ものはない。だれも，それ らを与えた神以外に，撤回する権利

を持っていない。

天父が我々に勧告や戒めを与えたもう時，我々はそれが非常に大切なものである

ことを確信できる。天父が我々に何かを語 りたもうなら，我々はそれを信 じた方が

よい。

もし我々が一つの道に従って生 きるなら，一つの結果を得，別の道に従 うなら，

別の結果を得るのである。

私の愛する若き友であるあなたがたに祝福のあらんことを，噂によって生きては
いけない。すでに見い出されているものを探 してあちこちとあてもなくさ迷っては

いけない。現代の誰弁と誘惑にまどわされてはいけない。神が与えたもう勧告と戒

めに従い，思慮深 く，祈 りに満ちた，清い生活により人にもたらされる平安と幸福

を見出しなさい。
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１１月 の こよみ

１ 日

ジ ョン ・テ イ ラー 第 ３代 大 管 長 生

ま る。

イギ リス １８０８

１３日

ジ ョセ ブ ・Ｆ ・ス ミス 第 ６代 大 管

長 生 ま る。

ミズー リ州 ， フ ァー ウ ェ ス ト．

１８３８

１７日

オー ク ラン ド神 殿 （カ リフ ォル ニ ヤ）

献 堂 さ る。

デ ビ ド ・０ ・マ ッケ イ大 管 長

１９６４

２１日

近 代 最 初 の死 者 のた め のバ プ テス マ

行 わ る。

ノー ブー 神 殿 １８４１

２２日

ヒー バ ー ・Ｊ ・グ ラン ト 第 ７代 大

管 長 生 ま る。

ソ ル トレー ク １８５６

２３日

ヒー バ ー ・Ｊ ・グ ラン ト 第 ７代 大

管 長 と して 支 持 され る。

１８５６

２７日

ハ ワ イ神 殿 献 堂 さ る。

ヒー バ ー ・」 ・グ ラン ト大 管 長

１９１９

２８日

ＹＷ Ｍ ＩＡ 組 織 さ る。

ソ ル トレー ク １８６９

今月の表紙

「
△ 月の表紙 は トム ・ラベル画伯 の絵一７

でバプテスマの ヨハネ が ジ ョ セ

ブ・ス ミス とオ リバー・カ ウ ド．リー にア ロ

ン神 権を授 けると ころを描 いて いる。画

伯は教 会歴 史の この重大 な出来事 を照 ら

して注意深 く考証 し，また８０年 以上 た っ

たサスケハナ川 の土手 の写真 を も 調 べ

た。 この絵 は ミズー リ州 イ ンデ ペ ンデ ン

スの新 しい訪 問者 セ ン．ター 内に他 の絵 と

共 に展示 されている。
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〈予言者 のことば〉

天 父の

子供 た ち

すべて に
大管長

ジ ョヤ ７ ・フ ィー ル デ ィ ング ・ス ミス

する兄弟姉妹，私は，主が私 と，また各国の忠実なる
愛

会員 と地に住むあらゆる子供たちに与えたもうた祝福

の数々に，．表わしがたい感謝の気持を抱いている。

福音を信 じ，その律法に従うすべての人々の救 い の た め

に，主がこの末 日に永遠の福音を回復 したもうたことを，私

は日夜主に感謝 している。

主が末 日の王国の諸業務を支配 し，指示させるべ く召した

もうた善良にして，偉大なる人々の生活と働きに感謝する次

第である。

我４がデビド・０ ・マッケィ大管長をいかに懐 しく思い起

こしているかを特に申しあげたい。周知の通 り，彼は偉大な

霊の力を有 し，生まれついての指導者であった。また教会員

に愛され，世の入々に称えられていた。人々は日のあらん限

り立ちあがって彼の名をさいわいなる者ととなえ るで あ ろ

う。 （詩篇７２：１７，箴言３１：２８参照）

マッケィ大管長は我々の伝道が世のす琴ての人々のために

あること，すなわち天父の子供たちすべての平安と希望と幸

福 と今 も永世にもわたる救いのためにあることを， しばしば

思い起 こさせてくれた。

彼はハワイ，南太平洋， ラテンプメリカ，アメリカインデ

ィアンにいたるまで，多 くの国々の，’多 くの人々、に広 く教育

の機会を与えた。

彼はそのきわだった広範囲にわたる管理の下に，可能な限 ・

り世のすべての人々を祝福 しようと努めたのである。

愛する兄弟姉妹，主がマッケィ大管長の広 く，はるかかな

たを見通す管理の働きを喜びたもうたことを私は知 って お

り，教会員が引き続き世のいたるところに住む天父の子供た

ちすべてに心を配 り，．彼 らを祝福するよう心か ら強調 したい

と思 う。

我タは一っの民として他の信仰を持っ人タと共に理解を増

し，親 しい間柄にあることをいかに喜ルでいるかを申しあげ

たい。私はこのみうな善意の間柄とキリ冬 ト教徒 としての友

情が増して，・それに独れるすべでの入々の生活を祝福するこ

とを信 じ，祈 るものである。

もしすべての人々が自分たちは何物であるかを悟 り，彼 ら

が神のみもとか ら来たこととそのゆずりの一部である無限の

潜在力に気づいたならば，彼 らはすべての生き方を変え，一地

上に平和をもた らす互いの親切 と親 しみの情を心に抱 くであ

ろう。

我々は，人が高貴にして聖なる起源を有する．ものであるこ

とを信 じて疑わない。我々の信仰は神が我々の父であり，我

々は天父の子供たちであり，すべての人間は同じ永遠の家族

における兄弟姉妹であるという事実にもとずいている。

神の家族 として，我々はこの地の基いがすえられる前に神

と共に住んだ。そして神は御自身の持ちたもう性質，属性を

もたせ，神のかたちに，神にかたどって人を創造された。

（創世 １：２６参照）

ま た人 ρ尊 厳 と行 く末 に対 し我 々炉 信 ず る と こ ろ は， 探 々

の神 学 と生 活 方 法 の両 面 で 重 要 な部 分 を 占 めて い る。 次 に あ

げ る 「第 一 に して 大 い な る戒 め」 は ま さ し タ、主 の 教 え の基 礎

と な る もめで あ る。 す なわ ち 「 「心 を つ く し，精 神 を つ く し，

思 い をつ く して ， 主 な るあ なた の神 を 愛 せ よ」。第 二 も これ と

同様 で あ る。 『自分 を 愛 す る よ う に， あ なた の隣 り人 を 愛 せ

よ』。」 （マ タ イ２２：．３７－ ３９参 照 ）．

神 は我 々 の天 父 なの で ， 我 々 は天 父 を 愛 し，・天 父 に 仕 え ，

天 父 の家 族 にふ さわ しい も の に な りた い とい う生 来 の 望 み を

も っ て い る。 我 々 は， 主 が 我 々 に、させ た い と望 ん で お られ る

こ とを な し， 主 の戒 めを 守 り， 福 音 の標 準 に調和 した生 活 を

す る な ど， ま こ と の礼 拝 に欠 くこ と ので き な い事 柄 糞 なす責

任 を 感 じて い る。

す べ て の人 間 は兄 弟 な ので ， 我 々 は彼 らを 愛 し，祝 福 し，

友 情 を 分 か ち合 いた い と望 ん で お り，．こ の ζ とを も， 我 々 は

ま こ と の礼 拝 の重 要 な部 分 と して 受 け入 れ て い る。

こ の よ う に して 我 々が 教 会 で なす あ らゆ る こ とは， 神 を 愛

し礼 拝 し， は らか らに奉 仕 す る とい う神 の 律 法 に集 約 され て

い る。

教会としてまたで個の民として，我々が天父の子供たちす

べての幸福に深い関心を寄章るのは当然である。我々は我々

自身と同様に彼 らの物質的，霊的福祉を求めている。我々は

自身のために祈ると同様に彼 らのために祈り，我々の良い行

ないを見て，彼 らが天にいます我々の父をあがめるように生

活 しようと努めている。 （マタイ 昌：．１６参照）ゴ

教会をあげて，、我々は有益で健全なあらゆる文化的計画や

事業を推進 している。人類の祝福と改善に寄与できるのは喜

ばしいζとである。

信仰箇条⑱一つに次のよう苓章言泰ある。．、．

２８５
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「われ らは，正直，真実，貞潔，慈善，高徳なるべきこと，

およびすべての人に善を行なうべきを信ず。……もし何にて

も，徳高 きこと，好ましきこと，・よき聞えあるこど，あるい

は褒むべきことあらば，われらはこれをたずねもとむるもの

なりり。」（第１３条）

また主が与えたもうた啓示の一つで，主は勧告 しておられ

る。 「……人は努めて善き業に従い，多 くの事をその自由意

志によりて為 レ，多 くの正 しき事を為 し遂げよ。」（教義と聖

約５８＝２７）

へ我 々は我々の社会に今まであり，また現にある社会的，文

！ヒ的傾向のいくつかを好 ましく思っていない。道徳的な事柄

に関するあらゆる決定は，旧約聖書をはじめとして，それに

続 く神権時代に神が与えたもうた啓示の書物に含む聖旬の標

準に合わせてなされねばならないことを我 ぐは固く信 じてい

る。

これらの神の標準の一つに 「人を徳に導かざるものは，神

によるにあ らず暗黒なり」 （教義と聖約５０：２３）とある。一

つの民 として我々は自身 と全人類のために，入を益 し，啓発
に

し高あ，尊 くする事柄のみを探 し求めている。

若人はこの高度に専門化 した時代にあって自立できるに充

分な教育を受け，また同胞に仕え，あらゆる面で将来にも教

育を続けて受けることが大切であると我々は思 っている。

しかしながら，我々は数々の大学構内でしばしば見 られる

ような分裂や不一致の精神には，いささかの同情 も寄せてい

ない。我が教会の若人には，これらの無軌道な行動を避けて，

法 と秩序を守 り，慎重な行動を是非ともとって もらいたいの

である。

すべての国の人々が，．互いの信仰と礼拝の方式を尊重 しあ

って，平和に生活し，またあ らゆる人 々に一致め精神と兄弟

愛が満ちること二 そ我々の願いであり，祈 りである。

我々は，正しい生活をしたいと望む人々，また我々と同じ

標準に固 く従いたいと望む人々が大勢いることを 知 っ て い

る。

我々すべてが真の礼拝 と一致の基いというこれらの偉大な

目標に向う際に，人々が我々からキ リス ト教徒 としてめ友情

を受けとれるという希望 と励みとを持つことを心から歓迎す

る。

我々はいたるところに住むすべての若人の霊的，、道徳的福

祉に大 きな関心を抱いている。貞潔，純潔，高潔，罪か らの

自由などは， もし我々がその目的を充分に悟ることができる

なら，我々の生き方の基いであり，またそうでなければな ら

ない。

我々は数多 くの父母が教訓と模範によって純潔を教え，そ

のあらゆる面で子供たちの相談にのるようにと願 っている。

２８６

．’ ．爾
．

両親は自身の生活に正しい模範を示 し，子供たちを集めて

家庭の夕べその他の機会に福音を教えていた．だきたい。．

我４は教会の若い世代を信頼 し，彼らが世の流行や習慣に

従わないように，また反抗の心を待たず，真理 と徳の道をす

てることがないようにと切に願 っている。一

我々は彼らが心峨から善良であることを信 じ，彼 らが義の

柱 となり，信仰 と能力を培い教会の業をおし進めていくこと

を期待している。

我が教会の若人は天父の子供たちの中でも最 も祝福され恵

まれた人々である。彼 らは天の高貴なるもの，聖なる行 く末

をもつ選ばれた種族である。（１ ペテロ２ ：９参照）彼 らの

霊は，福音が地上 にあるこの時代，すなわち主が末 日の大い

なる業をおし進めるためのすぐれた僕を必要 とするこの時代

に出で来 るように天に貯えておかれたのである。

主があなたがたジオンの若入を祝福し，すべての聖約と義

務に忠実ならしめ，光 と真理の道に歩ませ，来たるべき大い

なる働 きに備えさせたもうよう祈 る。

現在ほどに，すべての人々が恵み深き愛の神の祝福を必要

とした時代はいまだかつてなかった。

そして今や天父なる神が天あ窓を開いて，地上にあまね く

子供たちの上に物心両面で大いなる永遠の祝福を注ぎたもう

よう祈る。

人々が世の道を棄て彼 らの造 り主なる神に立ちかえるよう

に，彼 らが心を開いて御子の福音に見 られる真理と光の言葉

を受け入れるように，地に平和，国々に兄弟愛，人々の心に

愛があるように。

天父なる神がいずこに住む神の民にも，また彼 らの神とし

て主を受け入れ，御子の御名により神に仕えんとするすべて

の人々にも，愛と恵みをたれたもうよう祈 る。

すべての両ｉ親が子供たちの光 となり，真理 と義の道に子供

たちを導 き， このようにして子供たちが両親の教 え に ご’た

え，世 の悪か ら守 られるよう祈 る。

弱 き人々，・疲れ果そた人々のために，気苦労と悲 しみの重

荷を負 う人々のために，また人生の嵐の中で慰めと助けを必

要 とする人々のたあに私は祈る。 ‘

主が，・古えの聖徒に次のように言われた御子の約束により

平安を下 したもうように。「わた しは平安をあなたがた｝と残 し

て行 く。わたしの平安をあなたがたに与える。わたしが与え

るのは，世が与えるようなものとは異なる。あなたがたは心

を騒がせるな，「またお じけるな。」 （ヨハネ１４：２７）

主峨 々とすべての人々に・この盤 で受けら噸 完全な

・祝福を下したまい・来・べき永勘 王国峨 々噸 け入れ

焼 うよう，・れらすべてをへりくだり・感謝を醗 て主イ

エ ス ・キ リス トの 御 名 に よ り祈 り奉 る。 ア ー メ ン
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聖 会

副編集長

ジ ェ イ ・Ｍ ・ ト ッ ド

大 管 長 会

、

十二使徒評議員会

９７０年 ４月 ６日， １８３０年 に 教 会 が１

組 織 され て １４０周 年 目に 当 る この

日 に， ジ ョセ ブ ・フ ィ ール デ ィ ン グ ・

ス ミス大 管 長 は， 聖 会 に お い て予 言者

聖 見 者 ， 啓 示 を 受 くる者 ， お よ び末 日

聖 徒 イ エス ・キ リス ト教 会 の 大 管長 と

して 支 持 され た 。

テ ン プル ス クエ アの タバ ナ クル に お

け る第 １４０回年 次 総 大 会 の午 前 １０時 か

らの集 会 に ほ とん どあ らゆ る ス テ ー キ

部 ， ワ ー ド部 ， 伝 道 部 を代 表 す る聖 徒

た ちが 集 っ た。 これ らの聖 徒 た ち は教

会 にお け る最 もす ば ら し く， また 霊 感

あ ふ る る経 験 を 味 わ うべ く集 った の で

あ った 。 す な わ ち， 聖 会 に お い て新 大

管 長 ， 大 管長 会， 十 二使 徒 評 議 員 会 ，

大 祝福 師 を 予言 者 ， 聖 見者 ， 啓 示 を受

くる者 と して 支持 した の で あ った 。

主 は 予言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に対 す

るい くつ か の啓 示 の 中 で， 「汝 らの聖

会 を 招 集 す べ し」 （教 義 と聖 約 ９５；７，

お よび ８８：７０， １０９：６ も参 照 ） と指

示 され て い る。 この挙 手 に よ って支 持

を 表 わ す方 法 は １８８０年 の総 大 会 で ジ ョ

ン ・テ イ ラー大 管 長 が支 持 され た時 以

来 用 い られ て い る （「教 会 歴 史 奉 」 ジ

ョセ ブ ・フ ィ ール デ ィ ン グ・ス ミス著 ，

Ｐ．５８９）。 この よ うな 支 持 を 求 め る 集

会 は， 約 束 と献 身 が 表 わ され ， そ の場

に 出席 した か あ る い は テ レビ ・ラ ジオ

を 通 じて参 加 した か にか か わ らず あ ふ

る る ばか りのみ た ま に満 た され る時 で．

あ る。

教 会 幹 部 を 支 持 す る場 合 は 聖 会 が 支

持 の場 と され て きた 。 そ こで は ， 神 権

政 体 の 主 た る評 議 員 会 お よ び 各 神権 定

員 会 （タバ ナ クル に お い て 着席 区域 が

割 り当 て られ る）が 起 立 し，各 提 議 に つ

い て 個 々 に挙 手 に よ る支持 を表 わ し，

次 い で 会 衆 が起 立 して， 支 持 す る の で

２８７Ｌ



あ．る。今回の聖会では支持に３５分を要

した。

大管長会の支持 ：

１・大管長会が起立 し，ジ ョセブ ・

フィールディング ・ス ミス大管長が予

言者，聖見者，啓示を受 くる者および

末 日聖徒イエメ ・キ リス ト教会の大管

長であることを支持 した。ハロル ド・

ビンガム ・リー副管長が大管長会第一

副管長であり，ナサン ・エル ドン ・タ

ナー副管長が大管長会第二副管長であ

ることを支持 した。そ して大管長会は

着席。

２．十二使徒評議員会が起立し，上

記三つの提議を支持 し，着席。

３．大祝福師を含む教会の祝福師が

起立 し，三つの提議を支持 し，着席。

４．十二使徒評議員会補助，十二使

徒評議員会地区代表，ステーキ部長会，

高等評議員会，管理監督会，ワー ド部

監督会を含む教会の大祭司が起立 し，・

三つの提議を支持 した後，着席。・

５．七十人最高評議員会を含む教会

の七十人が起立 し，三つρ提議を支持

した後，着席。

．６ ．教会の長老が起立 砺 三っの提

議を支持 し，着席。

７．、教会のアロン神権者が起立 し，

三つの提議を支持 し，着席。

８．これまで支持した人々を含む全

会衆が起立 し，三つの提議を支持した

後，着席。

十二 使 徒 評 議 員 会 会 長 ， 十 二 使 徒 評

議 会 会 長 代 理 ， 十二 使 徒 評 議 員 会 会 員

の 支持 ：

１． 大 管 長 会 が 起 立 し， ハ ロル ド ・．

ビ，ンガ ム 四 一を 十 二 使徒 評 議 鼻 会 会

長 と して， ス丞 ン サ ー ・ウ ォー，リ ン ．・

２聲８．

キ ンボ ール を 十 二 使評 議 員 会 会長 代 理

と して支 持 し， ス ペ ンサ ー ・Ｗ ・キ ≧

ボ ー ル， エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ンソ ン，

マ ー ク ・Ｅ ・ピ ー タ ー セ ン， デル バ ー “

ト ・Ｌ ・ス テ ィプ レー， マ リオ ン ・Ｇ ・

ロ ム ニ ー， リグ ラン ド ・リチ ャ ー ズ，

リチ ャ ー ド ・Ｌ ・エバ ン ズ， ヒュ ー ・

Ｂ ・ブ ラウ ン， ハ ワ ー ド ・Ｗ ・ハ ン タ

ー
， ゴー ドン ・Ｂ ・ヒン ク レー ， トー

マス ・Ｓ ・モ ン ソ ン， ボイ ド ・Ｋ ・パ

ッカ ーを 十 二 使徒 評 議 員 会 会 員 と して

支 持 した 。 そ して 大 管 長 会 は着 席。

２． 十 二 使 徒評 議 員 会 が起 立 し， 二

つ の提 議 を支 持 した後 ， 着 席 。 同様 の

方 法 に よ り， 大 管 長 会 ， 祝 福 師 ， 大 祭

司， 七 十 人 ， 長 老 ， ア ロ ン神 権 者 が 支

持 した後 ， 全 会 衆 が起 立 し， 上 記 の提

議 を支 持 した。

大 祝 福 師 の 支 持 ：

１， 大 管 長 会 が 起 立 し， エル ドレ ッ

一 般 会 員

ド・Ｇ ・スミスを大祝福師として支持

した後，着席。

２．大管長会と十二使徒評議員会の

時と同様の方法により，十二使徒評議

員会， 祝福師， 大祭司， 七十人， 長

老，アロン神権者が支持し，その後全

会衆がこの提議を支持 した。

予言者，聖見者，啓示を受 くる者の

支持 ：

１．大管長会が起立 し，大管長会三

十二使徒，大祝福師が予言者・聖見者

啓示を受 くる者として支持 した後，着

席。

２。呼びあげ られるに従って，上記

の様式により，十二使徒評議員会，祝

福師，大祭司，七十人，長老，アロン

神権者が支持 した後，全会衆が提議を

支持 した。

以上の支持手続 きが終ると，その他

の支持が通常の様式に従って行なわれ

た。全員が着席し，各提議に挙手によ

る支持を行なった。通常の総大会の手

続 と同 じように，ジ ョセブ ・フィール

ディング ・ス ミスを教会の信託保管入

として，十二使徒評議員会，七十人最

高評議員会，管理監督会，十二使徒評

議員会補助，教会歴史記録者およびそ

の補助，四つの神権中央委員会すなわ

ち福祉，ホーム ・ティー チ ン グ， 伝

道，系図の委員，教会教育委員会，教

会財務委員会，タバナクル聖歌隊役員

および扶助協会， デゼレ ト日曜学校協

会，ＹＭＭ ＩＡ，ＹＷＭ ＩＡ，初等協

会からなる補助組織中央管理会役員，

会員を現在のままで支持 した。 そ の
ζ

後，年次統計報告と教会財務委員会の

報告があった。



墜 ア ロ ン 神 権 者

統 計 記 録
１９６９年度

大鰯繍欝器織鷲
た。

ス テーキ部数

ワー ド部数

ステーキ部内 独立支部 数

ス テーキ部 内 ワー ド部

独立支部合計

伝道 部数

伝道部 内 支部数

教会 員数

ステー．キ部

伝道部

合計

１９６９年度教会成長度

ステー キ部，伝道部内

幼児祝福数

ス テーキ部，伝 道部内

子供のバ プテスマ

ス テーキ部，伝 道部内

求道者のバプ テスマ

社会的統計

に基 く）

１，０００人当 り出生率

１，０００人当 り結婚率

１，０００人当 り死亡率

ア ロン神権者 数

執 事

教師

、祭司

４９６

３，９１０

６８２

」

●

４，５９２

８８

２，０１６

２，３４４，６３５

４６２，８２１

．２，８０７，４５６

６２，１１３

５４，６０６

７０，０１０

（ステーキ部 か らの１９６９年度 の記録

２８．１８

１６．６７

５．０４

１２８，６１４

９１，６０３

１３８，５７１．

ア ロン神権者総数

メルケ ゼデ ク神権者数

長老

七十人

大祭司

メルケゼデ ク神権者総数

ア ロン神権， メルケ ゼデ ク

神権者総数

（年度内増加数 ３３，１８３人）

補助組織

扶 助協会 （登録 会員数 ）

日曜学校 （平均 出席数）

ＹＭＭ ＩＡ （登録人数）

ＹＷＭ ＩＡ （登録人数）

プ ライマ リー （登録人数）

福祉計画

年間被援助者数

雇用者数

労働奉仕 日数累計

福 祉操業 日数累計

系図協会

神 殿儀式 に備えて

ク リアされた名前 の数

３５８，７８８

２３３，１０８

２３，２０４

７８，９７３

３３５，２８５

６９４，０７３

３２５，０４２

８８９，７７８

２９２，８９１

３６６，７４９

４６４，１００

９６，４２９

８，８１４

２０２，６３７

７，５０１

１，４２３，５０２

（当年度内で１５ケ国においてマイ クロフィルム

に収録 された系図記録 の数 を合計す る と，

２０，８４１，９３０．４８ｍ の長 さ とな り， それ はち ょう

ど ３００ペー ジの厚 さの本 で ３２０万冊位 に相 当す

る 。） ・

神殿

現在 ，建 て られて いる１３の神殿 の中で行われ た

儀式数

生 きている人 ５５，２０６

死者 ７，９５８，００３

儀式 の総数 ８，０１３，２０９

教会学校制度

教会学校在籍者総数 １９３，１５５

（神学，宗教講座 を含む）

２８９

」



璽騨 羅警

灘１

撫 蘇

末 日聖徒イエ ス ・キ リス ト

教会 第 １４０回年次総大会 ・

説教 茅泌

が

馨嶽
鉱 神 の 存

＿＿ 聾 鋸 隔 ．

一 讐繋 懇
欝 ∴欝縫種瓢 騰 瀧 際 騰

蕉講羅
慌．轟∵噸 爆 灘 鋸

の美 に囲まれた人生 とは 何 とすば ら

世
しい ものて あろうか。美は山に，森 に

湖 にある。 はて しな くっね り続け る海 の波に

も，羊毛 を散 ら したよっな雲の ひろか る空に

も，太 陽の輝 く中にも雨 の中にも 朝 昼，

晩 に も美 はある。

四季 の移 る中て 春 には新 しい生命 の息吹

に，夏 には輝 く太 陽に美 しさを見て いる。色

とりて装 った秋 は白の毛布 におおわれた静か

な冬 に先立 つ。美 しさ とい うものは，探 しさ

えすれ ばと こにて もある。

宇宙 には正 確な秩序 かある ことを私達 は知

らされ ている。昼 の後 には夜 か来 る。波 は上

下 を規 則的に繰 り返 し 月の現 われ る周期 は

正確 て あ り， 自然 に呼 応 して四季 は移 り変

る。空 の星 は厳密 な秩序 に従 って おり，惑星

とその衛星 は厳密に太 陽 との関係 の中て運行

している。生 物学者 は動植 物の生 命に驚異 と

美を見出 し 化学者は地球 の元素に神秘 を見

てい る。たか科学 的な教 育の有無 にかか わ ら

す，あ らゆ る人は 自然 を見て複雑 なか らも正

確 さの存在する広 大な宇宙 に気ついている。

天地 の現 象を観 察 してみ ると，それは何か

大 きな原因かあ ってその結 果てあ るとい う結

論に到達せ ざるを得 ない。設計者 かいなけれ

ば 設計は存在 しない し，建築家がいなけれ

ば建物は存 在す るはすがない。あ らゆ る結 果

には 原因かあ るか らてあ る。宇宙のち密な

秩序を治め る手かあ るに違いない。至高者の

存在 を認めないわけにはいかないのて はない

だ ろうか。世の何百万 とい う人 々か この変 ら

ぬ確信を持 って いる。

神 か人 を造 りたもうたのだ ろ うか それ と

も人か神 を造 った のだ ろ うか。人 々は多 くの

根本 的な疑 問に悩まされて いる。だが それ

らの疑 問は神 が生 きて ま しますか否か に集約

され るはす てある。 この疑 問の解決 に 科学

的探 究に用 いる方 法を用 い る こ とはて き な

い。物質 的な領域て な く，霊 的な領域 の事柄

を考 えてい るのてある。

神 か生 きてま します ことを見 出す には，神

かそのために備 えた もうた道 を進 まねばな ら

ない。 その道 は昇 る道て あり，信仰 と努力を

要 し 決 してなま易 しい道ではない。 このた

め，多 くの人は，神か生 きてま します ことを

証明す る骨 の折れ る仕事 に取 り組 もうとしな

いのてあ る。そ して 易 きに陥 り，神 の存 在

を否定 した り，壊疑主義者の あいまいな道 を

安直 に歩んでい る。無神諭者，邪教 徒 自山

思想家 陵疑論者 不可知論者か そ れ て あ

る。

主題を研究す る場合の アプ ロー チ と して

は 主題 に関す る歴史 と事実 を追求す る方法

をとるのか普通て ある。私達か歴史か ら始め

て 最 もよ く知 られて いる古代 の記録 に目を

向けるね らば それ には， 「は しめ に神は天

と地 とを創造 され た」 （創世記 １ １） と記

されている。 この言葉 は創造 について のヘフ

ライ人 の信仰 の基 いにな ってい る。すなわ ち

地球 は偶然 にて きたのて も， たまたまて きた

のて もな く 一定 の目的のために至高者か意

志 を働 かせ て造 りた もったのてある。

私 達は この創造 に関する説 明を盲 目的に受

け入れるへ きて あろ うか。聖書 の最初 の五書

の著者 は創造主 の業 を目撃 したわ けて はな く

以下 にあげるヘフル書 の著者 か記 して いる と

同 じ確固たる信仰 を持 っていただけてある。

「さて，信 仰 とは，望 んで いる事が らを確信

し，まだ見ていない事 実を確認 する ことてあ

る」（ヘフルユ１ １）。信 仰 とは知識 に至 るま

ての証拠 な しにもの ごとを真 実であ ると信 じ

ることてある とよ く言われ る。私 達は次の教

え に従いなか ら，探究 し続けなければな らな

い。すなわ ち， 「求めよ，そ うすれば，与え

られ るて あろ う。捜せ そ うすれは，見いだ

すて あろう。門 をたた け，そ うすれは， あけ

て もらえ るて あろ っ。すべて求め る者は得，

捜す者 は見 出し，門 をたた く者 はあけて もら

え るか らで ある。」 （マタイ ７ ７～ ８）

神 は天地 を創造 され た後，私達 の最初の両

親て あるアタム とイウにエテ ノの園て語 りか

け られ た ことか 旧約聖書 に記 されて いる。神

は戒 めを与え 言葉 を交 され た。 アタムはノ

アの父親 まて の ８世代 の子孫 に 神 より直接

与 兄られ た示現 を教 えたに違 いな い。 ノアは

神 と直接言葉 を交 し，１０世代の子孫 に教えを

与えた。神は 自ら忠実な僕 アブ ラハムに現 れ

たまい イサ クや ヤ コフに も姿 を 現 わ さ れ

た。モーセはアブ ラハムの子孫 の指導者 とな

り 神 に直接 に親 しく交わ られた ことは衆知

の通 りて ある。 そ して その次第 はモー セに続

く全世代 の人 々に伝 え られて きた。

新約聖書 に も神か姿 を現わ したも うた こと

か記 されてい る。 ヨハォか イエスにハフテス

マを施 した時 「示現 かあ りまた天 から声 か

あ って言 った， 「これはわた しの愛す る子，

わた しの心にかな う者 てある』 （マタイ ３

１７）。また変貌の山て，「輝 く雲 か彼 らをおお

い そ して雲の中か ら声が した ｒこれはわ

た しの愛す る子 わた しの心にか な っ者て あ

る。 これ に聞け』弟子たちは これを聞いて非

常 に恐れ顔を地 に伏 せ た 。」 （マ タイ１７ ５

～ ６）

これ は神か子 らに度々現 れた もった ことに

関して新 旧約聖書 に記録 されてい る一例 にす

きない。西半球 の聖典 にもま た神 との交通か

あった ことか記 されて いる。神かは しめよ り

代 々人 々と交通 を保 って おられた という記述

によ り，歴史 は神か生 きてま します ことを実

証 して いる。

至高者 の実在 につ いて歴史たけ に証拠 を頼

る必要 はない。論理 的にも証明て きる。それ

は古代 の市場で使 っていた論法て，三段論法

の形式 を とっている。すへて造 られ た物 には

造 った人 かい る。地球 は創造 された。ゆえ に

地球 には創造主 かいるはすて ある。 ヘフル書

を もっ一度引用 してみよ う。著者 は神 か地球

の創造 主てあ ることについて このよ うな言葉

で述べてい る。 「家はすへ て，だ れかによっ

て造 られ るものであ るか すへて のものを造

られたかたは，神てある」。（ヘブル ３ ４）

運行 してい る宇宙 とその美 と驚異す へてか

偉大な創造主であ る神の実在を私達 に教 凡よ

っとしてい る。

あ る学者は次のよ っに述へ ている。 「科学

は人類のため にあ らゆる ことを してきたか

人類て しかて きない ことはな しえない。科学

は教κ得 るか 人は 自分て しか学 べない。す

なわ ち，学ひ とい っことは個人が 自分 て努力

２９０
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１ しなけれ はならない過程で あって，他人か そ

れを代 る ことはで きない。 いかなる人 も他人

に代 って学 ぶ ことはで きないのてある。一般

的に言 って，科学 は神 の存在 を教 えて いる。

そ うではないだろ うか。 いすれに しろ，人 は

皆 ，神が存 在す るかど うか とい う問題 を抱 え

てい る。 神は実在 しない とい う無神論者 の説

を証 明す るものは何 もない。無神論者 は私 達

の天 の父 はいない と心 か ら信 じてい るのだろ

うか，それを確 かに証 明でき るものはない。

彼 が知 らない ことを私 達は知 ってい る。なぜ

な らば， 自分 達は知 ってい ると積極 的に証す

る人々がい るか らてあ る。」（故 十二 使徒評議

員 シ ョセ ブ ・Ｆ ・メ リル著 「真 理の探 究者 と

モルモ ン教 」 Ｐ １０４～１０５）

科学的な手段や近代 の電子 工学で神 を見出

す ことはで きない と言 われてい る。 しか しな

が ら，真理 を求め る者 は，因果 関係 をた どっ

て行けば至高者 の存在 か証拠 とな るとい うこ

とを意識 させ る非常な力を見過 してはな らな

い。

人間 は生来礼拝への欲求を持 ってい る。昔

神 はイス ラエルの民 に対 し次のよ うに言われ

た。 「わ たしはあなたの神，主であ って，あ

な たをエソプ トの地，奴隷の家か ら導 き出 し

た者で ある。 あなたはわた しの ほか に，な に

ものをも神 として はな らない 。」 （出 エシプ ト

２０．２～ ３）人 は一方の神 しか礼拝で きない

という大 いな る真理を聖な る歴史全体を貫 い

て いる教え に見出す ことがて きる。一方の神

を礼拝す るとい うことは，人生 において一つ

の絶大な忠誠を持つ とい うことであ る。 もし

一方の永遠の父な る神を意識 してい るとす れ

は，神の もとに一つの世 界，一つの人類す な

わ ち全人類 が兄 弟てあ ることに気つ くてあろ

う。

何が人 々を礼拝 に駆 り立て るの て あ ろ う

か。人の心 には，神 との交 わ りを求め る生 来

備えた何 かがあ るよ うであ る。 ヨフ記 には，

こう記 されてい る。 「しか し人の うちには霊

が あり，全能者 の霊感か人に悟 りを与える」。

（欽定訳 ヨブ３２．８） これは暗 に人 の創造 を

さしてい る。 この霊１⊆よ って ヨフは悟 りと論

理 を得 ，神 の真理 を識別で きるようにな り，

神 を知 るよ うになったので ある。

神 に関 する歴史的 な証拠 と神 の存在 につ い

て の論理 に加 えて，最 も確か な知識 は神 よ り

の啓示 によ りもた らされる。初 めよ り， また

旧約，新 約の時代 を通 じて ，神 は人 に御 自身

を現 わ された。 アタムに始 ま り， ノアに至 る

各族長 と神は言葉 を交 わ された。 ノア以降 ，

忠 実な僕 であ ったアブ ラハム，イサ ク， ヤ コ

フ，モーセ とキ リス トが教 え と導 きの業 を始

め られ るまでの予言者達 に，神 は御 自身 を現

わ された。神 はイエスのハプテスマの時 と変

貌の時に語 りかけてお られ る。

神はバベルの塔の時代 に旧世界 を離 れ西半

球 に渡 った一団の指導者 に御 自身 を現わ され

た。また，紀 元前 ６００年には リー ハイに語 り

かけ， リーハイ と家族 をア メ リカ大 陸へ導 き

た もうた。現 在の神権 時代 に神 は少年 ジョセ

ブ ・ス ミスに姿 を現 わ され， ジョセ ブは永遠

の父な る神 と御子 イエス ・キ リス トを拝す る

特権に浴 したのであ った。

このよ うに歴 史を通 じて，人 は永遠 の父 な

る神，御子 イエス ・キ リス ト，聖霊 とい う神

会を構 成す る方々にまみえてきたのである。

キ リス ト教界 は この三 方を三位一体 である と

してい るが，三 方は三人の別個 の お 方 て あ

る。 これ については，イエスがハ プテスマを

受け られた時，御父 の声 か聞 こえ，聖霊が降

った とい うことで証 明 され る。

代価 を支払 わなければ，価値 ある物 を入手

できない とい うのは通則で ある。学者 は研究

を進 め，成功 を目指 して努力 して こそ，博識

を得 る ことができる。 そ う努力 しよ うとしな

いで，学 識なと とい うものは存在 しないと言

い得 るで あろ うか。音楽家，数学者，科学者

運動選手 その他数多 くの分野です ぐれた技術

を身 につ けて いる人 々は，長年の問，そ こに

至 るまで の研究 と練習 と勤勉 な努力 を重ねて

きたので ある。音楽，数学，科学，運動競技

などとい うものは存在 しない と，努力 しよ う

と しな いで言 うことかで きるであろ うか。神

を求め た くない とい う理由だけて神の存在 を

否定す るのは馬鹿げて いる。

歴史 は神 の存在を物語 ってい る。科学は至

高者 の存在 を確認 してい る。論理的に も神の

存在 は証明 され る。神御 自身が人 に現われた

もうた ことに，神の存在如何の疑いをは さむ

ことはで きない。神か真 に生 きてま します こ

とにつ いてゆ るぎない知識を得 るには，救 い

主が 自 ら教え と導 きを施 されてい る間に述べ

られ た戒め と教義 に沿 った生活をす る必 要が

ある。 「わた しの教 はわた し自身の教ではな

く，わ たしをつかわ されたかたの教であ る。

神 のみ こころを行 おうと思 う者で あれは，だ

れで も，わ た しの語 ってい るこの教が神か ら

のものか， それ とも，わた し自身か ら出た も

のかわか るで あろう」。 （ヨハネ ７ １６～１７）

言葉 を換えて言 うなら，心か ら尋ね求め，心

血 を注 ぎ，神 のみ こころを行な う者は，神が

真 に生 きて ま します とい う知識を得 ることが

できる ということて ある。

神 を見 出し，神の方法を理解すれば，宇宙

は決 して偶然 の所産でな く，神が前 もって定

められ た計画 によ りあらゆ るものが もた らさ

れ た ことを知 るはずで ある。 これを知 った人

の人生 はどれ ほど多 くの意味を持つよ うにな

るで あろうか。世の美は美 しさを増 し，宇宙

の秩序 はその意味を増すで あろ う。また，そ

れぞれ の秩序 に従 って神の 日々が過 ぎ，四季

が移 り変 るの を見 る時 に神のすべての創造物

をよ り以上 に理解で きるで あろ う。 もし，あ

らゆ る人が神を見出 し，神の道に従 うな らば

兄弟達 に対す る人々の心は愛に変わ り，国々

は平和 を迎え るであろ う。

私 は神か生 きてま しま し，私達 の永遠 の天

の御父で あることを証す る。イエスはキ リス

トで あり，御子てあ り，世の救 い主であ る。

神は過去の神権時代 と同 じく今 日も予言者達

にみ こころをあ らわ されている。 願わ くは，

私達が真心か ら神を知 りたい とい う望 みを持

ち，神 を求め得 るよ うに， イエス ・キ リス ト

のみ名 によ り祈 り奉 る。 アー メン

２９１
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七十人最高評議 員

ハ ー トマ ン ・ レ ク ター ・Ｊｒ 長 老

一 末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会第１４０回年次総大会説教一

「
女欝 饗 獣 ㌦ 緊 廼痕贈 ∴瓢 晋

ブ １４；１， ５ １７）

この 予 言 者 ヨブの言 葉 は決 して 誇 張 で は な く真 実 を言 って い る。

２９２

肉欲 につけ る者 をた だはっきりと述べて いるにす ぎない。ベ ンジャ

ミン王 はこれ につけ加えて この ように証 してい る． 「肉欲に従 うノ

は神 の敵であ って， アダ ムの堕落 して この方そ うであ る， しか し，

人が もし聖霊 の導 きに従 い肉欲 に従 うことをすてて主キ リス トの身

代 りの順罪 に山って聖徒 とな らな いな らば， とこしえに神 の敵 とな

るで あろ う。」 （モー サヤ ３ ：１９）

これ は人類 に向 って述べ られた力強い証であ り，いかな る時代 に

もこれ は真実であ った。他人 に対す る人の持つ残忍 さは，過去 と同

様現在 もいかな る所 にも見 られ る。

どの ようにすれば堕落 した人の性質 を悪か ら善に変え ることがで

きるだ ろうか。 これ は人類の直面 してい る最 も重要な問題であ る。

これ にくらべ ると他の問題は色あせて しま うほ どであ る。 なぜな ら

ば，人 は罪のあ るままで救われな いか らであ る。だが， 「人の性質

を変え ることな どで きない」 と言 う人がい る。 これは非常に しば し

ば また軽率 に言われ る言 葉であ る。 もちろん， これは間 違 っ て い

る。デ ビ ド・０ ・マ ッケイ大管長 は，／９４５年 にこれ と全 く違 うこと

を教えてい る。 「将来，人の性質 を大 きく変えない と，世 は 自らの

血で おぼれて しま うだろ う。」

人は一方で神の戒 めを守 り，隣人に仕えたい と願いなが ら，一 方

では 自分だけのため にしたい ことを忘 れかねて いる、／卜分の一を支

払 いた いと思 いなが らも，そのお金で 自分 に買え るものを考え続け

て いる。 もし，主の お金で何かを買え るとい う老えを退け るな らば

誘惑 は去 って行 くだ ろう。悪い望 み に糧を与え ることをやめ るな ら

ば，それは死んで しま う。だが，悪い望 みに糧を与え， 自らを混 乱

させ続けて いるのが人の常なのであ る。

私達 は自ら望む霊的に調和 した状態か ら離れよ うとす る弱点を持

って いると私 は思 う。あなたがた は毎 日主の前 にひ ざまづ き， 「弱

点と不完全 さ」 を許 した も うよ う願 い求 めて いるに違 いな い。私 達

はそれ を弱点 と言 って いるが， どう して その状態をそ う呼ぶのか は

知 らない。 もちろん，私達 は罪 の許 しを主 に求 めて いる。 だが， ど

うい うものか私達 は罪 に浸 るの を嫌 い， それで， その状態 を弱点 と

呼んで いる。事実 ，私達 には弱点 がある。 自分 にとって良 くな い望

みをいだかせ るものをだれ もが持 って いる。

ど こで この弱点を身 につ けたのだろ うか。 もし，あなたが この質

問を聖徒 達に投げかけ るとすれば，余 りに多 くの異 った答 えに驚 く

に違 いない。あ る入は 自分の弱 点は 自分の責任 だ と言 うだろ う。 あ

なた 自身が弱点か ら離れよ うとしない とい うのな ら，それは，正 し

い，だが，それは どこで身につけたか とい う答 えではない，またあ

る人 は弱点 は遺伝または環境に左 右 される とい う。 いつ れに して も

この場合 は両親か隣人 とい う他人に責任 をかぶせているのである。

両者 とも私達 に大 きな影響を与えてはい るが，弱点を もた らしたわ

けで はな い。 また悪魔 といわれ るル シフェル に自分の弱点をなす り

つ ける人 もいよ う。だが，ル シフェルか らで もない。では一体弱点

はど こか ら来 るのだ ろうか。

主 はモルモン経で極めて明快 にその答えを述べてお られ る。

「も し人わ れに来 らばわれ は，かれ にその弱点を認 め させ ん。見よ

わ れは入 を謙遜 にするために人 に弱点 を与 うれ ど，すべてわが前 に

へ りくだる者 には充分わ が恵み を授 くるにより，かれ らがわが前 に

へ りくだ りわれ を信ず る時 にはその弱 きを強 きに変えん 。」〔イテル
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で はどこで弱点 を得 たのだろ うか。主か らで ある。主は私達が謙

遜 になるよ うに弱点 を与え られた。 この弱点 により私達は従順にな

って いる。私 の言 う意味 を誤解 しないで いただ きたい。主 に罪の責

任 を帰す る．ことはで きな い。主 はただ弱点 に対 して責任を持 ちた も

うので ある。 あ らゆ る人が，形 こそ違え弱点を持 って いるよ うであ

る。．性格 によりある人 は他 の人 よりも特定の誘惑 に対 して もろい こ

とはある が。 リーハ イはこう．述べて いる。神 は 「天 も地 もすべての

もρを造 り，天地の 中の万 吻を作用す るもρ と作用せ られ るも・㊥ と

に造 りたも うた。そ して，神がわれわれの最初の両親 と野の獣．と空

の鳥，つ まりあ らゆ る造 られ るものを ことごとく造 りた も う て か

ら，人 間の行末 にかかわ る永遠のみ こころを成就 した もうため には

物事 に必ず その反対 がな くてはな らなか った。すなわ ち，禁断の実

に対 しては生命 の木 があって これ は甘 くかれ は苦か った。それであ

るか ら，主 なる神 は随意 に行 う自由を人間 に許 した もうた。 しか し

人間 はも しもあれ に誘われ ζれ に誘われなければ，随意に選び行 う

ことはで きないので ある。」 （豆ニー フ ァイ ２ ：１４～１６）

したがって，弱 点をど う扱 うか はあなた自身 にかか って いるので

ある。

予言者 ジ ョセブ ・ス ミスはこ う述べて いる。 「三個 の独立 した原

則 あ りて， それは，神 のみ たま，人 の霊，悪魔 の霊 なり。 あらゆ る．

人 は悪魔 を宿す力 を持 ちたり。」 （予言者 ジ ョセブ ・ス ミスの 教 え

Ｐ．１８９） しか し，私達 の弱 点が サタンにさ らされ ると，サ タン１ヰす

早 く私 達の利 己心 につ け こんで誘惑 し優位 に立 と うとす る。

しか しなが ら，弱 点を与えるのは，私達 の注意 を換起す るため の

主の方法である。弱 点は私 達を謙遜 にするための手段で あると主 は

言 われてい る．が，私 達が主 に近づ き，主へ の信仰 を持 てば，弱 い点

を強 くした もうとも言 ってお られる。 これが真実で あることを私 は

知 ってい る。 この原則をはっき り述べ た例 は聖典 に数 多 く記 されて

い る。 少 しあげてみれば，モルモ ン経 のアルマとモー サヤの息子達，

聖書 のペテ ロとパ ウロなどがそれである。 アルマは天使 に会 うまで

教 会を迫害 していた。その後 ，天 使はアルマをモルモン経で も例 を

見ない程 の偉大な宣教師 に したのである。パ ウロはダマス コの路上

で主にまみえるまで聖徒 達への迫害 を続 けていた。 この時 を機 に，

パ ウロは聖 書に記 されてい る最 も偉大 な宣教師 の一人 とな ったのだ

った。パ ウロは次のよ うに語 っている。 「わた しを強 くして下 さる

かたによ って，何 事で もするこ とがで きる」。（ピ リピ４ ：１３）

私 は これ と同 じ真理を今 日目撃 している。私 がステーキ伝道部長

の職 にあ った時，宣教師 が末 日聖徒 の姉 妹 と結婚 した非教 会員 のす

ば らしく善 良な人 と集会を持 っていた。 この人 は教 会に加わ りたい

と思 っていたが，ニ ヌチ ン中毒 だった。何度 もや めよ うとしたのだ

が， どうして もで きない と言 っていた。 非常 に弱 か ったので ある。

かな りの期間に ６人の宣教師 が彼 と集 会を持 ったが，禁煙す る力

を与える．ことがで きなか った。 そ して ・最後 に私達は聖霊 の導 きに

よ って， この弱 点を克服 するために共 に断食す ることを申 し出た。

彼 は考 えた後 ，同意 して くれた。私達 は ２日間断食で きるか ど うか

尋ねた。彼 の同意 があ り，．実行 に移 した。 ６人 のステー キ部宣教師

と喫煙 をや め られない彼 と彼 の妻 が断食 したのだ った。

断 食を終 えるにあたって ，私達 は全員彼の家 に集 まり，居間 にひ

ざまづ き，順．に祈 った。祈 りは本質 的には皆 同 じだ った。 それは主

が この兄弟か ら喫煙の欲望 を とり除きた もうよ うに とい うものだ っ

た。兄弟が最後に祈 った後 ，立ちあが って， 「私 は もうタバ コを喫

いた くありま．せん」 と言 った。それ以来 ，彼 は今 日まで全 くタバ コ

を唖 っていな い。そ して，かつてぽ ワー ド部の監督 会をつ とめ，現

在は冬 テーキ部Ｍ ＩＡの会長会で働いている。彼 は今 や確 固たる信

仰を持 ち，主の真の指導 者 にな ってい る。主は文字通 り彼 の弱点を

取 り去 り，彼を力の塔 とした もうたのであ る。

だか ら，弱点があ って も，あ きらめ るべきではない。また弱点を

否定すべ きで も，思か 悩むべ きで もない。間違いな く理解 していた

だ きた い。主 は私 達 にす ぐれた者 にな るよ う望 んでお られ るだけな

のであ る。そ して私 達 もす ぐれた者にな るであ ろう。なぜな らば主

は私 達 に力を与えた もうか らであ る。私 達が謙 遜にな って主の もと

へ行 き，信仰を用い るな らば，弱点は最大の長所 とな るのであ る。

主は私 達を許 した もうばか りでな く，ただちに恵 みを与 え て 下 さ

る。そ して新 しい 自信 と視 野を得 ，限界を広 げ，新 しく生 れ変る こ

とがで きよ う。

予 言者モルモ ンは私 が奇 跡を行な うたあの条件 と申 し上げたい事

柄を非常 には っき りと述べてい る。それは，第 皿ニー ファイ８章 １

節 に記 されて いる。 「さて私た ちの年代記 を書 く人は正 しい人であ

って， イエスの御名 によ って本当 にい ろいろの奇蹟 を行 った。悪 か

ら全 く清め られ るのでなければ， イエスの御名 によ って奇 蹟を行 え

る人 はない。私た ちはその年代記 によ って， この人の書 く年 代記 の

真実で あることを知 る。」

これが条件で ある。私達 は悪か ら全 く清め られなければな らない 。

私が初めて この聖句 を読ん だ時，「早 く悔い改めな さい」と言 ってい

るよ うに感 じた。悔 い改 め のな いところに奇跡 はないか らで ある。

だが悔い改あ は主 により許 され ることであ る。悔い改めは主の恵

みが ９０％人 の努 力 が １０％の割合で成 り立 って いると私は信 じてい

る。 ニー フ ァイはさらにこう述べてい る。 「それは人が最善をつ く

して は じめて，神のめ ぐみ により救われ るか らであ る．。」 （皿ニー フ

ァイ２５：２３） しか し人の 占め る部分 は急 を用 してお り，また重 きを

置 くべ きで ある。 それ は第一 にすべ きことで あり，すべてであ って，

心か らのもので なければ ならな いか らで ある。古代ヘ ブライ人の書

に， 「天 の心 を動かす には，まず 自 らの心 を動か さねばな らない」

とい う言葉 がある。 この意味 は，私達人 間の方か ら最初 に悔 い改 め

なければな らない とい うことで ある。私達 は主 を待 ってい るとい う

時がよ くある。実 はその時，主 が私達 を待 って お られ るので ある。

「人罪 を悔 い改 め しや否や は，見 よ，彼 は自 らこれ を告 白 しその罪
レ

を捨つべ ければ， その悔 い改め たることはこれ によりて知 るを得べ

し。」（教義 と聖約５８：４３）

この時，主 は許 したも うばか りか，祝福 をも与えた も うの で あ

る。主 の慈悲 と優 しさはいかばかりで あろ うか。兄弟，姉妹 の皆 さ

ん，天父 なる神 は生 きて ま しま し，私達 の祈 りを聞 きとどけたまい

イエスがキ リス トで あって生 きて お られ ることを証す る。 キ リス ト

は生 きて お られ，悔 い改 めて主 の前 に行 く者 に罪の許 しを可能 に し

たも うたこ とを私 は知 って いる。 また悔 い改 めと従順 により，弱 き

を強 きに変 えたも うことを証す る。 そ してその時 は今で ある。

イエス ・キ リス トの御名 によりてｑ ． アー メン
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まヒ か ら，モルモ ン教徒 の言葉 は証文 に等 しい と言 われてきた。
日 モルモ ン教徒 がい ったん約束 を した ら，それは充分信頼 でき

るのであ る。た とえそれが金銭，時間，努力を犠牲にす るこ とであ

って も，いち ど約束 を したか らには，かな らず守 ると信 じてよいの

で ある。 これは今 日にも通 じることであろ うか。

正直 にもいろいろな形があ る。た とえば一 日の報酬に対 して完全

に一 日分の仕事をす るとい うように。だ らだ ら仕事を した り，骨惜

しみを した り，あ るいは休憩室でぶ らぶ らした りしてい る人は正直

と言えるだ ろ うか。 また水飲み場を うろつ いた り，昼 休みを１５分 も

余計 に敢 って いる人 はど うだろ うか。会社 のお金を浪費す るとい う

よ うな企 業上 の不正直 な習慣 は，表 にす るほど数多 くあ る。不必要

な私用電話 ，遅刻，家 に会社 の紙や鉛筆，切手な どを持 ち 帰 る こ

と，会社 の費 用で私信 を出す などで ある。かつ て顔を しかめ たこれ

らの悪習が，今 日では 「だれもがや っている」 とい う言 い訳 のもと

に～ ほとん ど公然 と認め られて．い る。 ところが事実は，だれ もがや

って いることで はな いのであ る。世の中 には，まだまだ正直な人が

た くさんい る。 １

正直 は このよ うに物質 的な ことのみに限 らない。家庭 の中にも正

直がなければな らない。人は妻に，妻 は夫に正直で なければな らな

い。子供 は両親 に，そ して両親 は子供 に対 して正直 でなければな ら

ないので ある。正直 とは，家族，友人，隣人；社会， そして 国家 に

対す る忠誠で ある。正直 は，人 を信頼 させ る小 さな ことの集 ま りで ．

あ り，慈愛 深い天 の父を心 か ら礼拝す る上で欠 くべか らざる原則で

あ る。天父がその御子を こよな く愛 した理由の一つ は，御子 が信 ず

るに足 る人 だ ったか らである。

イエスは言われた。

「父 は，わた しが自分 の命 を捨て るか ら，わた しを愛 して下 さる

のである。 命を捨 てるのは，それを再 び得 るためで ある。 だれかが

わた しか らそれを取 り去 るのではない。 わた しが， 自分か らそれを

捨 て るのであ る。わた しには，それを捨 て る力があ り，またそれを

受け る力 もあ る。 これ はわた しの父か ら授 か った定めであ る。」（ヨ
ハ ネ１０：１７～ユ８）

イエスは，人 を助 けるべ く神 から賜 わった力を使われた。私た ち

が人を助 ける時，このよ うな証 を持て たと した らどんな にすば らし

い ことであろ うか。イエス と同 じよ うに，私 たちも， 「父 は， わた

しが父の望 まれ る通 りにす るか ら，わた しを愛 して 下さ る の で あ

る。」 と言えた ら，それはすば らしい ことであ る。 私 は， 末 日聖徒

イエス ・キ リス ト教会 のすべての会員が，正直な人々すなわち世に

あ って信頼 される人 々の中に数え られ るよ う，心か ら望んでい る。

教 会員 の中には世 の中に屈 して いる人々が いる。 日曜 日には宗教を

身にま といなが ら，仕事 につ くとす っか り忘れて しまい，取 り引き

の問題にな ると同業者 と同 じよ うに抜 け目な く，不正直 にな るので

あ る。 しか し，成功 と同時 に正直 な心も持ち続 け ることができ るの
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であ る。つま り，利 己的で不正直 な時よ りも，正直な人 と して の方

が成功 で きるのであ る。

だれ も．生まれつ き正直な人や，不 正直 な人はいない。正直 になる

よう教κ られなければな らないのであ る。私 たちは 「正直 が最良 の

方策であ る」 ことを心か ら知 るため に，不正直 による苦 痛，心配，

不安 を味わ う必要があ る。予言者 アルマは息子 コ リア ン トンに言 っ

ている。「罪悪 は決 して幸福を生 じた ことはな い。」（アルマ４１：１０）

不正直 な人 はやがて 次のことに気づ くので ある。不正直 はその人の

人 生を滅 ぼす だけでな く，家族 に恥辱 と不名誉 をもた らす ことを。

また 自分が属 してい る教 会員をもはずか しめ，苦 しみを 与えるので

あ る。好む と好ま ざるとにかかわ らず，私 たち も同 じよ うに見 られ

る。

小 さな ことには不正直 にな りが ちであ る。鉛筆を家 に持ち帰 るこ

とを不正直 な行な いと考 えて いる人 は少な い。教会 には約 ３，５００人

の従 業員がい るが，鉛筆 ユ本 を ５セ ン トと して ，も し各人が鉛筆 を

１本ずつ家に持ち帰 った とした ら，教 会の被 る損害 は １７５ ドルにな

る。 １７５ドル盗む ことをため らう人は，鉛筆 １本取 ることも決 して

見逃 さな いで あろ う。それで は，人 は不正直の限界を どこに置 くの

だろ うか。小 さな ことはす ぐにも大 きな ことに発展す る。私 たちが

気がつ いた時には，さ らに大 きな罪 に発 展 して いるので ある。

うそをつ くことも小 さな ことのよ うに思 え るかも しれないが，や

がて うそが うそを呼んでついには評判を落す結果になる。 い ったん

うそつ き， ペテン師， どろぼ うな どとい う レッテルを貼 られた らも

との評判を取 り戻すまで には，長い悔 い改め と回復の時期が必要 で

ある。評判 とい うものは，不注意や軽卒な行動で簡単 に悪評 と化 し

て しま うのであ る。正直 と不正直 のいずれか にな るべ きものであれ

ば，正直 の方を選ぼ うではないか。

すべての少年の母親 が私 の母のよ うであ った らと思 う。 ある 日，

私 は リンゴをか じりなが ら家へ帰 った。母 にどこでその リンゴを手

に入 れた のか と聞かれて，私 は見つけたのだ と答 えた。母はす ぐに

その リンゴは私 がゴ ッダー ドさんの八百屋で 「見つけた」のだ とい

った ことに気づ いて，私 に返 して くるように言 いつ けた。大部か じ

って しま ってい るのでいやだ と言 ったが，母 はガ ンと して 聞き入 れ

ず， とうとう私 は食べかけの リンゴを持 ってゴ ッダー ドさん の所へ

行 った。そ して恥ずか しさで一杯 にな りなが ら リンゴを盗 んだ こと

を うち明 けた。彼 は母 に電話をかけ，私が リンゴを返 しに来たが盗

ん だ時か ら知 って いて大 した ことで はないので何 も言わなか ったの

だ と説 明 した。 しか し母 にとって はささいな ことでは奉か った。私

２９４
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を愛す るあ まり， どろぼ うにさせた くはなか ったのであ る。

不正直な人 々につ きものの現象があ る。彼 らはす ぐに批判的 にな

り， 自分た ちの不正 に忠告す る指導者た ちのあ らを探す よ う に な

る。 自分 の人生 を悔 い改 め，善 に向か う変 わりに，．指導者 の過 ちを

見つ けて 自分 の悪事 を正 当化 しよ うとす る。予言者 ジョセブ ・ス ミ

スはこ う言 って いる。

「私 は，王国の奥義 に関す る鍵 の一つ を示そ う。 それは永遠 の原

則 であ って，神 と共 に とこ しえに存 在 している。す なわち， 自分 は

正 しいに もかかわ らず人々は道 か らそれている と公言 し，教 会のあ

らを探 して他人 を智め る者。 は っき りと知 って欲 しい。 こうい う人

は背教へ の道を進 んでい るのであ る。そ して悔い改 めないな らば，

神が生 きた もうごとく確かに彼 は背教 す るであろ う。」（「予 言者 ジ

ョセ ブ ・ス ミスの教え」 ジ ョセ ブ ・フィールデ ィング ・ス ミス，英

文 Ｐ．１５６～１５７）

今 一つ の明自な真理 は，神 が正 しい者 を祝福 したも う こ と で あ

る。神か ら豊 かな恵みをあふれ るほ どにいただいてい る時には，よ

く私 たちは神の御手を もう必要 としない と考 え，神 を忘 れるもので

あ る。私 は，現 在のよ うに繁栄 した時代 にあ って も造 り主 を忘 れる

ことな く，また今 日を築 き上 げてきた正直 と誠実 の習慣 を忘れな い

よ うに したいと思 う。 モルモ ン経 の偉大な予言者 ヒラマ ンはこう記

して いる。

「世 の中の人 は二心で変 り易 いことが明 らかであ る。 また主がそ

の限 りな い大 きな恵みを以て，主を信頼す る者を恵んで栄 え させた

もうことも明 らかであ る。 また主がその民を栄え させ ，、同

時 に民は安楽で隆盛を極 めてい るため にその心をかた くなに し，そ

の神であ る主を忘 れて聖 者を足 の下にふみに じる ことも明 らかで あ

る。………ああ，世の中の人はいかに もお ごり高ぶ って………か れ ．

らはその神 であ る主 を思 いその訓 えに耳 を傾 け，知恵 の道 をふむ の

がおそいではないか。」．（ヒラマ ン１２：１～ ２， ５）

私 たちがいずれの道 を歩んで いるのか， 自分 たちの言動 を調べて

み る ことは賢明で はな いだろうか。私 たちの言葉 は証文 と同 じよ う

に正 しいものであろ うか。 どん な小 さなことで も，人 に対 して正直

で あろうか。 ただ単 に抜 け目のない不正直なや り方が特徴であ る現

代 に住んで いるか らと言 って，私た ち末 日聖徒が信頼に足 らない人

間 にな って よいという言 い訳 にはな らない。人は うそをつ こうが，

自分 が不正直であ って よいということにはな らないか らであ る。む

しろ，永遠 の父 なる神 のみ もとにた ち返 らせ る正直 と正義の道を人

に教 えるよ う，私 たも は．正義 の指導者 にな らなければな らないので 「

ある。私 たちが導 くうえで神権 の力 が与 え られて いる。神権者 は，

世 のいかなる ことにあ って も正直 と徳の柱 とな るべ き人であ る。使

徒 ペテロは神権指導者 に向か って次のよ うに言 ってい る。
「しか し，あなたがたは，選ばれた種 族，忠実な る神権者 ，聖な

る国民，神につけ る民であ る。それ によ って，暗やみか ら驚 くべき

み光に招 き入れて下 さったかたのみわざを，あなたがたが語 り伝 え

るためである。

愛す る者 たちよ。 あなたがたに勧 める。 あな たがたは， この世 の

旅人で あ り寄留者であ るか ら，た ま しいに戦 いを いどむ肉の欲を避

けな さい。異邦人の中 にあ って， りっぱな行 いを しな さい。 そうす

れば，彼 らは，あなたがたを悪人呼ばわ り していて も，あなたがた

の りっぱなわ ざを見て，かえ って，お とずれの 日に神をあがめ るよ

うになろ う。」 （欽定訳 １ペ テロ ２ ：９，１１～１２）

神の子であ る私 たちは，それにふ さわ しいよい働 きと正直 な行 な

いを し，正 しい徳 に満 ちあふれた人生 に しなければな らない。 イエ

ス ・キ リス ト（孕御名 をその身 に受 ける時，私 たちはまさに自分 の生

活 を通 して偉大 な名前 を守 る責任があ る。

キ リス ト教徒 の私た ちが持 って いるその崇高な名前を誉れ としな

いということは， 自分た ちの信ず る神をはずか しめ ることであ る。

事実，再び人 々の前で イエスを十字架 にかけ ることにな る の で あ

る。

これ らの ことは確かに事実 である。 しか し，いに しえのア ミュ レ

クのよ うに，私 たちはよ く知 っていなが ら耳 を傾 けない こ と が あ

る。 ア ミュ レクは言 った。

「と ころが私 は心をか た くなに してたびたび呼ばれて も聞き従 お

うと しなか った。 それであ るか ら， これ らの ことが確かにある こど

を知 りなが ら， これ らについて知 りたが らなか った。従 って，私 は

悪 い心を持 った まま神 にそむ き……」 （アルマ１０：６）

神の方法が決 して失敗 しない ことは衆知 の とお りである。神 はか

苓 らず 目的を達成 され，心をか孝 ≦なに しなければ，私 たちを罪か
ら救 って下 さるのであ る。 」

これは神 の御業であ る。私 たちは神 の子供 であ り，．神の期待を裏

切 ってはな らない。心か ら真実であ ると信 じて いる。 その教 えに従

お うではないか。今 や，イエスは真にキ ワス トであ り，生 ける神 の

生け る御子 であ ることをおぼえ る時である。 イエスは世 の購 い主，

救い主 であ る。私 は ここに，イエス ・キ リス トの御名 により主 の教

えが神よ りのものであ り，その目的が正義 に根 ざ して いることを証

す るものであ る。
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も 一し 愛 が な け れ ば ６・・’
十二使徒評議員会補助

セ オ ドア ・Ｍ ・バ ー トン長 老

ウロが書いたコリン ト人への手パ

，， 紙は，ギ リシャに住んでいた当

時のイエス ・キ リス トの教会員に宛て

たものである。この会員たちが住んで

いたところは，偽善と政略に満ちた世

俗的な世界であった。彼 らが周囲の状

況に影響 されるのも無理からぬことで ．

あった。やがて彼 らは律法の精神より

も文字にとらわれるようになり，到達

すべき目標は学識や知識を得ることで

あると思い始めた。福音の原則と儀式

を，救いを保証 して くれる機械的な手

段と考えたのである。彼 らにとっては

霊的な人よりも肉欲 に従う人の方が大

切になっていった。

パウロは，’イエス ・キ リス トにより

教えられた福音の真価を理解 させるた

め，彼 らに次のような衝撃的な言葉を

発 している。

「たといわたしが，人々の言葉や御

使たちの言葉を語っても， もし愛 （キ

リス トの純粋な愛）がなければ，わた

しは，やかましい鐘や騒がしい鏡鉢 と

同 じである６たといまた，わたレに予

言をする力があり，あらゆる奥義 とあ

らゆる知識 とに通じていても，また山

を移すほどの強い信仰があっても， も

し愛がなければ，わたしは無 に 等 し

い。」 （１コリン ト １３：１－ ２）

イエスと当時の使徒たちによって教

えられた愛の福音は，当時と同様に今

日において も重要である。愛の福音は

変わっていない。

現代の聖徒も，古代ギ リシャにおけ
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るコリン トの聖徒 と状況は変 わ らな

い。私たちのまわりにも偽善が満ちて

おり， 「愛」という言葉 も愛のないた

だの文字にゆがめられている。社会に

反抗 しているグループが，崩壊を目差

して旗印に使 っている言葉はパウロの

言 う愛ではない。壁やへいに落書きさ

れている言葉は，パウロの語った 「キ

リス トの純粋な愛」とは違 う。

キ リス トの純粋な愛は，愛の最も崇

高な形である。この愛は自分の一部を

入に与えてその人に対する思いやりと

あわれみを示すほどに大きなものであ

る。 「愛 しています」と言葉に出すこ

とはやさしい。 しかし愛は言葉に発す

るだけでなく，行動に示 されるべきで

ある。愛は態度で示されない限り，耳

をつんざき，霊を騒がすやかましい鏡

鉢や太鼓にすぎない。真の愛には，イ

エスが地上で示されたように，与える

側と受ける側の双方に犠牲が必要であ

る。

教会の責任に向かっている数人の姉

妹が，雨の日に車を運転 していてタイ

ヤがパンクしてしまった。彼女たちは

車を路肩に止めたが，そこはぬれてい

て危険だった。集会の時間が近づいて

いた。車からおりて トランクをあけた

その時，背後に小型 トラックが止まっ

た。１９歳 ぐらいの若い運転手が事情を

知 ってライ トをつけ，姉妹たちに車に

戻 るようにと言 った。それから車のタ

イヤを換えてあげたのである。姉妹た

ちはとても感謝 し，感謝の気持 として

彼の手に １ドル札を ２枚にぎらせた。

ところが彼は，お金を トランクに入れ

るとふたをバタンとしめて こ う言 っ

た。 「せっか くの好意がだいな しです

ね。」その若者は愛の本当の意味を知っ

ていたのである。

報酬を目的としない奉仕は真の愛か

ら出たものである。秘書をしている若

い：女性が，「自分の仕事が好きですか」

と聞かれて， 「愛 してますわ」 と答え

た。 しかし，彼女は報酬を受けていな

いだろうかＱところが彼女は，週 ５日

朝 ８時から夕方 ５時までの分の転酬を

得ているのである。 ７時４５分に会社に

着 くと上司の机を掃除 し，書類をきち

んと揃えて，自分が買って来た鉢植え「

に水をやる。電話の応待も明るく，上

司の要求にもよく気がついていつでも

心よ く仕事をし，使い走 りもする。時

には直された手紙をタイプしなおした

り，上役の仕事が終るまで待 って手当

のつかない残業をすることもあった。

来客か らだれかの居所を尋 ね られ れ

ば，ただ説明するかわ りに自分で案内

を して彼 らを紹介 し，両 方か ら感謝 さ

れるのである。彼女１まその行ないを通

して仕事に対する愛を示 している。

親切に対する報酬を受けた場合，そ

れは真の愛，あるいは純粋な愛を表わ

してはいない。当節の人は，ボーイス

カウ トのやっている「良い行ない」を今

や時代遅れだと鼻であしらっている。

パウロは， 「愛はいつまでも絶えるこ

とがない」と言っている。愛には流行

・調

，



遅れなどないのである。言い換えれば

愛は永遠である。真の愛，あるいはキ

リス トの純粋な愛の精神で行なう入へ

の奉仕は，次の世に携えて行 くことの

できる宝である。

経済的に成功 したあるステーキ部長

が，ステ㌘キ部の仕事をするための貴

重な時間が取れないという理由で，大

手の保険会社の重役の職を こ とわ っ

た。彼は仕事を愛 しているだろうか。

多 くの人はこう言うであろう。そんな

好機を見逃すなんて彼は馬鹿だ。神は

人にそのような犠牲を求めてはいない

と。また，彼はどうせ生計を立てなけ

ればならないのだし，その地位にいれ

ば教会の印象を良 くすることもできた

だろうにと言うかもしれない。私たち

はそう思 っているのだろうか。もしそ

うであれば，私たちは世のものにとら

われて，パウロの語った愛への理解か

ら遠ざか り始めているのである。

家庭あるいは教会で教師の職にあり

しかも自分の都合に左右されずその仕

事を しているとすれば，あなたは愛の

精神をつかみ始めていると言えよう。

またもし，心の中に腹立たしい気持や

恨み，反抗心を持たずに責任を果たす

のであれば， この愛はさらにはぐくま

れてい く。人に奉仕する機会のあるこ

とを感謝する気持で教える時は，あな

たは真の意味で純粋な愛を実践 してい

るのである。 この物事をなす時の精神

こそが，あたりまえのことを偉大なこ

とにまで高める。内なる幸福の輝きは

正 しい理由で正 しいことをなすことか

ら生 じる。まことにパウロはこう言っ

ている。

「信仰と希望 と愛 と， この三つであ

る。．このうちで最も大いなるものは，

愛である。」 （１覧コリン ト１３：１３）

「
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あ

る

者
Ｌ

と

な

ろ．
㌻

つ

ド 「乞 ／ ジ

言 １１／ ・』

第一副 管長

Ｎ ・エ ル ドン ・タ ナ ー

は少年の頃に父か．ら教えられた
私

大 好 きな 聖 句 に導 きを 求 め て き

た よ うで あ る。 そ の 時 以 来 ， 私 が 手 が

けて 来 た 教 会 の 書 物 あ るい は説 教 は，

こ の聖 句 な しに は一 つ と して 完成 で き

な か った と思 う。

「まず 神 の 国 と 神 の 義 とを 求 め な さ

い 。 そ うす れ ば ， これ らの もの は ， す

べ て （私 た ち の た め に な る この世 の も

の を い う）添 え て与 え られ る で あ ろ

う 。」 （マ タノｆ６ ：３３）

．私 に と って この聖 句 は あ らゆ る意 味

で大いに役立 っており， この忠告に従

う人は他のどんな言葉に従 う人よりも

幸福になり，成功するということを常

に主張 してきた。私たちは，天父なる

神のみもとで不死不滅 と永遠の生命を

得 るための備えとして，この地上に来

て死すべき状態を受けるよう許されて

いることを忘れてはな らない。

では，どうやってこの不死不滅と永

遠の生命を得るのだろうか。まず第一

に，福音とこの祝福を得るための条件

を知 らなければな らない。福 音を理解
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す る に は， 私 た ち は神 を 知 って そ の戒

め に従 う必 要 が あ る。 こ の戒 めは ， 神

が ま さ に そ の 目的 のた め に私 た ち に与

え．られ た の で あ る。 ま た， 御 子 イ エ ス
ρ

，１

・キ リス トを世ρ救い主，瞭い主とし

て認め，イエスの教えを受け入れて実

践 しなければならない。主は，いちば

ん大切な第一のいましめは心をつくし

て主なる私たちの神を愛すること，そ

して第二は自分を愛するように隣人を

愛することであると教えられた。

良きサマ リヤ人のたとえ話からは，

すべての人が隣人であるということが

わかる。それゆえ，第一の戒めを守 っ

て自分を愛するように同胞を愛するな

らば，自分の受けている祝福を他の人

にも受けて欲 しいと望むであろう。最

も大いなる祝福が福音によりもた らさ

れることから，私たちは隣人に福音を

分かつことを最も大きな望みとしなけ

ればならない。

私が西 ヨーロッパ伝道部を管理 して

いた時，宣教師と共に働 くのはもちろ

んのこと，数人のアメリカ軍人たちと

接する機会があった。西 ドイツのベル

クテスガーテンという所で大会を開い

た時，彼 らも妻や子供を連れて出席 し

総勢千人以上 もの人がこの大会に参加

した。世界の各地に駐留 したことがあ

り， しかもグループには一人あるいは

数人の教会員しかいないという状態を
＼

経験してきたこの若者たちが，．福音は

真実であると証するその言葉には私た

ちを大いに励ますものがあった。この

証があるからこそ，彼 らはあらゆる反

対や誘惑に立ち向かい，イエス ・キ リ
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ス トの福音を恥 としないと言いえたの

である。彼 らが苦難や辛苦に耐えるこ

とができたのも証のおかげであったと

思う。

これ らの軍人の中に，全期間をフラ

ンスで伝道したことのある人が一人い

た。彼の話によると，専任宣教師とし

てフランスにいた ２年半よりも軍隊で

過 した数ケ月の方が，はるかに改宗者

のバプテスマ数が多かった そ うで あ

る。

医者であるもう一人の青年は，団体

である国を訪問 した時の話をした。案

内人はアメリカ政府とその発展ぶりな

どをほめちぎっていた。案内人が口を

休めた昼食の時，この若い医者は彼に

向かってこう意見を述べた。

「ここにはアメリカ人旅行者が４５人

おり，それぞれ違 った教会に属 してい

ます。カ トリックもいれば，長老派教

会，メソジス ト派，その他の教会員も

います。まったく同 じように信じては

いなくとも，私だちはみな仲良 くやっ

ており，互いに愛を持っています。私

はモルモン教徒です。私は，永遠の父

なる神とその御子イエス ・キリス トを

信 じています。そしてまた， この御二

方が一人の青年の前に現われ，彼の祈

りを聞きとどけられて導ぎと答えを与

えられたことを信 じているのです。」

彼はグループの人にジョセブ ・スミ

スの話を闘かせ，ジョセフが森へ入っ

て行き福音が回復された時の様子を話

した。彼は私たちにこう言った。ご「彼

らはじっと話を聞いていました。私は

彼 らに話 して聞かせたのですか ら，彼

一．．

らが裁 きの座 の前 に立 った 時 に， その

口 か ら ｒ私 は福 音 の 回復 に つ い て聞 い

た こ と もあ りま せ ん」 とい う言 葉 を 聞

きた くな い と思 い ま した。 私 は， 私 た

ち が 信 じて い る こ とを は っき りと彼 ら

に伝 え ま した 。」

彼 は また ， 事 務 所 に たず ね て 来 た若

者 に名 前 を たず ね た時 の こ とを 話 して

くれ た。 そ の若 者 が 名 前 を ス ミス と言

っ た の で， 彼 は 「ジ ョセ ブ ・入 ミス と

関係 が あ ります か 」 と尋 ね た そ うで あ

る。 あ っけ に と られ た若 者 が 「ジ ョセ

ブ ・ス ミス って だれ です か 」 と聞 くと

さ っそ くこの好 機 を と らえ て， 彼 は ジ

ョセ ブ ・ス ミス と福 音 の 回復 に つ い て

話 して 聞 か せ た の で あ る。

私 た ちは ，確 信 して い る こ とを堂 々

と言 お うで はな い か 。 い つ い か な る時

に も証 を述 べ よ うで は な いか 。 福 音 の

真 実 性 ， 神 の実 在 ， 御 子 イ エ ス ・キ リ

ス トの神 よ り与 え られ た使 命 を認 識 し

よ う。 ジ、ヨセ フ ・ス ミス は神 の予 言 者

で あ る こ とを， ま た教 会 の大 管 長 ジ ョ

セ ブ ・フ ィール デ ィ ング ・ス ミス は主

の代 弁 者 で あ り， キ リス ト御 自身 を 隅

の か し ら石 と して た て られ だ 教 会 を．導

く人 で あ る こと を世 の人 々 に伝 え よ う

で は な い か。

私 た ち が愛 と「 致 の精 神 を も って 働

き， 大 管長 の指 示 の も とに前 進 す る な

ら， 王 国 は発 展 し， 聖 句 に あ る通 り神

の 国 が 全地 に満 ち．るで あ ろ う。 こ の王

国 を築 く助 け を な す 時， 私 た ちは そ の

一 員 とな って祝 福 を受 け る備 潅を しτ

い るの で あ る。 。，』１ 一：＝

〆 ．㌦』
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＿ リー は， とて もかな しい きもちでげんかんのか い
フー だん に こしを おろ して いま した

。 その 日は， しん

が っきのだい一 日めで したので， テ リーのお ともだち

はみんなが っこうにい って しま ったのです。

テ リーだけがいえにひ とりの こされ た の で し た。

「おまえはが っこうにい くにはまだちいさす ぎるよｄ

と，おに いさんの ロビーが いいま した。 「らいねんに

なれば，’溶 っこうへ いけるようにな るけ ど，いまはま

だ ちいさす ぎてだめだ よ。」といちばん上 の ジ ョンにい

さん もいいま ｂ・た。

一 躍 鋼
．

幽 嚢 、
・灘 、 難 ｉ

講

ミ 鍵 ．／

そ うい って か ら， おにいさんた ちはテ リーひ と りを

おいて， が っこうにい って しま った のです。が っこう

はお もしろいだ ろ うなあ と， テ リーはお も曾ま した。

いまは， いえのまわ りにはなに もす る ことが あ りませ

んで した。テ リーはちいさす ぎま した。が っこうにい

くにもちいさす ぎる し， どんなた いせつな ことをす る

に もちい さす ぎ るので した。

テ リーはたちあが りま した。 「そ このか どまで さん

ぽにい って くるよｄ とテ リーはお母 さんに こえを かけ

ま した。 「いって らっしゃい，で もどうろをよ こぎる

子供のページ ３８
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んじゃあ りませ んよ 。」とおかあさんが こたえま した。

「よ こぎ らな いよ
。」とテ リーはい いま した。 そ して

「あなたはち いさす ぎます か らね 。」と，もうす こ しで お

かあさんが いいそ うなのが，テ リーにはわか りま した 。

テ リーは， おお きなほ どうをゆ っ くりとあるいて い

きま した。 とな りきん じょは とて も しず ま りか え って

いるよ うにみ えま したが， テ リーがグレ ッグ ？レイ リ

ーのいえのそばを とお りかか った とき
， グ レッグのあ

た らしいこいぬのハ ッピーがは しりよ って きて， さ く
の

ロ　

を とび こえ， ほえなが らしっぽをふ りま した。

「こん にちは，ハ ッピー 。」テ リーが いいま した。

レイ リーふ じんが いえのか どをまが ってや って きま

した。「あ らテ リー，ち ょっとハ ッピー と遊 んで い らっ

しゃいな。 こどもた ちがみんなが っこ うに行 って しま

ったので，けさか らハ ッピーは さび しが って いるの よ」

それで， テ リーはハ ッピーがつ かれて あ くびを し，

しっぽを まるめて ひなたで ひるねを して しま うまで，

い っしょにおにご っこを した り， ボール あそびを して

にわをか けまわ ってあそびま した。

テ リーを おもて もんか らみお くりなが ら， レイ リー

ふ じんが いいま した。 「あなたが， まだが っこうに い

くほ どおお き くな くてよか ったわ。 ハ ッピーは， けさ

いっ しょにあそんで くれ るひ とが ほ しかったの よ。」

テ リーがヘ イルの いえを とお りす ぎるとき，ヘ イル

ふ じんは う らにわでせ んた くものをほ して いま した。

ヘ イル５・じんの あか ちゃんのサ リーは，ほ こうきのな

かで， あ しをバ タバ タさせなが らお おごえを あげて い

ま した。 テ リ』一は，サ リーがわ らって いるの か，な いて

いるのかけん とうがつかないので， うらにわのほ うへ

あるいて い って みま した。 フ。ラスチ ックのおにん ぎ ょ

うが， しばふ の うえにおちて いま した。 テ リーは それ

をひろいあげ，あかち ゃんに もたせ ま した。あかち ゃん

はおお ごえをは りあげるのをやめて， テ リーをみあげ

てニ ッコ リしま した 。ヘ イルふ じん もほほえみま した。

「まあ，テ リー。 あなたはサ リー・をな きやめさせ た

のね。サ リーはお もちゃをなげて，だれかたひろゐて

もらいたか ったのよ。サ リーは お もち ゃをな げるのが

す きなの。 けれ ど，わた しはせんた くものを ほさな く

て 砿な らないで しょう。」

それでテ リーは，サ リーがおにんぎ ょうやガ ラガ ラ

やプ ラスチ ックの くびか ざ りな どをなげ ると，す ぐに

ひろ いあげてはサ リーのあそびのあいてを・しま した。

そρ あそび１さ，．テ リニカ塾）尋重でゃ ？なζ，と（ρない，∫

３９ 子 供Ｐ ペー ジ

たの しいあそびで した。 ヘイルふ じんがせんた くもの

をほ しおわ りま した。

「あ りが とう
， テ リー。サ リーは こど もたちが が っ

こうに行 って しま った ので さび しが って いたのよ。 あ

なたが まだが っこうにいかな くて よか ったわ。 また き

て，サ リーとあそんで ち ょうだ いね 。」とヘ イルふ じん

が テ リー にいいま した。

ワーカーのいえのそばの まが りかどを まがっ て，一テ・

リーは じぶん のいえ のほうへ ある吟てい きま した。 ．、
「テ リ’一

， テ リー。」とだれ かが よんだので，テ リー，

はたちどま りま した。

ワーカーふ じんが， いえの まえ にた って いま した。

「テ リー
， あなたのおかあさんが き ょう， このあた ら

しいク ッキーをつ くって みたいそ うよ。’おかあさんに

つ くりかたのかいてあ るカー ドをと どけて くれ ないか

しら。」

テ リーが， そ⑱ カー ドを うけ と？た どき， ワ≒ カ」、．・

ふ じんが いいま した。 ’「きん じ ょに，まだが っこうに

いって いな いで， おてつだ いを して くれ るおと ζめ こ

が いて くれて うれ しいわ。 あなたが，まだ ちいさ くて

が っこうに いって いな いことはすば ら しいことよ， テ

リー。」

テ リーは いえ にかえ りなが ら， ワーカーふ じんの い

った ことをかんがえま した。

おひるもちか くなった ころ， テ リーは またげん かん

のかいだ んの ところにすわ って， その ことにつ いて も

っとよ くかんが えてみ ま した。 テ リーは， が っこうへ

い くにはちい さすぎるけれ ど， テ リーに もで きる とて

もた いせ つな ことがほかにあ ったので した。 テ リ＝は

ハ ッピーや， あかち ゃんのサ リーのあいて を した り，

ワー カーふ じんのおて つだいを して， ク ッキ」のつ く

りかたの カー ドを とどけま した。

そ してか いだんの ところにす わ って， クッキーのや

けるお い しそ うなにおいをかぎなが ら，テ リ７は・もう

ひ とつの ことをお もいつ きま した。

「おか あさん。ぼ くが いえにいて，なにかおがあ さ

んのや くにた った らうれ しいで しょう？」 一’

「もちろん よ
。」とおか あさんはテ リーをあん しん さ

せ るよ うにいいま した。、

「いま
，お かあさんをてつだ って もい い？」

「ええ， いいわ。」 テ リーはたちあが りま 」な 。「ぼ

くは， こので きたての クッキーのあ じをみて あげ られ

るとおもうんだ 。」

」

「

’回

『：１

．．ｉ
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ダ射 謙 籟斐と箋麗 酷 蒙護諜
で めい 想 に ふ け った り， ハ ー プを か きな ら し 自分 で うた った

り美 しい 曲 を つ くっ た り して ，長 い一 日をす ご して い ま した 。

予 言 者 サ ムエ ル が つ か わ され ， ダ ビ デの 頭 に 油 を そそ いで

祝 福 を ほ ど こ した そ の 日 か ら， ダ ビ デ は， こ の美 しい地 球 を

創 造 され た 神 の こ とを 心 に思 い つ づ けて き ま した 。 今 や ， 神

は ダ ビ デ に と って とて も身 近 な方 に思 わ れ ま した 。 朝 日や 強

い風 ， ど っ し り した 丘 な ど， す べ て の も のが ， 子 供 を 愛 す る

父 のよ うに そ の民 を 見 ま も つて い る全 能 の神 につ い て 語 って

い るの で し た。

あ る 日， ふ虎 たび 召使 い が 丘 に い るダ ビ デを よび に大 急 ぎ

で や っ て き ま した。 ダ ビデ は，病 気 で 悲 しん で お り， 音 楽 が

わ ず らって い る心 を な ぐさ め るか も知 れ な い と思 って い る サ

ウル 王 の と こ ろヘ ハ ー プを も って す ぐに 行 か ね はな り ませ ん

で した 。

ダ ビ デ は偉 大 な戦 士 で あ る王 の 前 で ， す っか りあ が って し

ま い ま した 。 で も王 様 は なん とい か め し く， なん とふ さ ぎ こ

ん で み え た こ とで し ょう。 ダ ビデ はハ ー プを ひ き なが ら， 空

や 丘 ， シ ダ の木 々， とび はね る小 羊 な ど の歌 を う た い ま し

た 。 そ のあ まい 音 楽 の し らべ を き いて い る う ち に， 悲 しむ 心

は な ぐさめ られ て ， 王様 は起 きて 自分 の隊 に も ど る こ とが で

きた の で した 。

イ ス ラエ ル軍 は丘 の そ ば に 陣 ど り， ペ リシ テ軍 は丘 の反 対

側 に陣 を は って い ま した 。 二 つ の 陣 営 の間 を 谷 に そ っ て小 さ

な川 が 流 れ て お り， 今 や 両 方 の 隊 は 合戦 を は じ め よ う と して

い るの で した 。

毎 朝 ， ペ リシテ軍 か ら， ガ テの ゴ リア テ とい う名 の強 者 が

出 て きて は戦 い を い どん で くる ので した 。 その 大 男 は， よ ろ

い か ぶ とで 完 全 に身 を お お い ， た て 持 ちを 自分 の前 に お いて

守 らせ ， 丘 の上 に立 って 大 声 で 呼 ば わ って い い ま した 。

「お まえ た ちか ら
， ひ と りを え らん で わ た し の と こ ろへ 下

って こ させ よ。 も しその 人か 戦 って わ た しを 殺 す こ とが で き

た ら， わ れ わ れ はお まえ た ちの け らい に な る。 しか しわ た．し

が 勝 って そ の人 を 殺 した な ら， お まえ た ち はわ れ わ れ の け ら

い に な って 仕 え な けれ ば な らな い」 （サ ム エ ル上 １７：８－

９）

イ ス ラエル 軍 は， ペ リシ テ軍 の 言 葉 を き いて お そ れ ， だ れ

ひ と りと して ペ リシ テ の 巨人 と戦 う勇 気 の あ る人 は い ませ ん

で した 。

あ る朝 ， ダ ビデ は お兄 さん に会 うた め に陣 営 にや って き ま

した。 ダ ビデ は谷 のむ こうか ら聞 こ えて くる ゴ リア テ の声 を

聞 いて お兄 さん に， だれ が あ の挑 戦 に こた え る のか を き き ま

した。 ダ ビデ は， す べ て の イ ス ラエル 人 が 恐 れ て い る の を知

っ て あ きれ て しま い ま した。 ダ ビデ は 自分 が 行 って ペ リシ テ

子 供 の ペ ー シ ４０
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軍 と戦 お う とい い ま した 。 「

そ れ か らダ ビデ は王 の テ ン トにす ぐに つ れ て行 か れ ま し

た。 しか しサ ウル王 は 羊飼 い の若 者 を見 て静 か に い い ま し

た。 「お まえ は この ペ リシ テ軍 にむ か って行 き ゴ リア テ と戦

う こ とは で きな い。 お ま え は ま だ若 い し， あ の男 は若 い 時 か

ら戦 い に は慣 れて い る の だ 。」

タ ビ デ は サ ウ ル王 に， 自分 が父 の羊 を飼 って い る ζとや ，

ラィ 渚 ン や くま が， 群 の小 羊 を と りにや って き た こ と を話 し

ま した。 ダ ビデ は くま や ライ オ ン の あ とを お い か けて 行 き，

子輩 を 助 け 出 しま した 。 ライ オ ンが ダ ビデ に とび つ い て きた

時 ライ オ ンを 殺 した こと を話 しま した。 そ して こう言 い ま し

た。 「ライ オ ンや くま の牙 か ら私 を 救 って くれ た 主 は， ぺ り

シ テ軍 の手 か ら もき っ と私 を守 って くだ さ るで し ょ う。」

「行 き な さ い 。」と王 が い い ま した 。 「そ して 主 が あ なた と

共 に あ る よ うに 。」とつ け加 え ま した 。

サ ムエ ル 王 が ， 自分 のヘ ル メ ッ トと剣 とた て とを 使 う よ う

に さ しだ した 時 ， ダ ビデ は， そ れ ら憶 重 す ぎ るか らとい って

こ とわ り ま した 。、ダ ビ デは 自分 の つ え と羊 飼 い の 石投 器 と小

川 か らひ ろ って き尭 ５つ の す べ す べ した 石 の 他 に 何 も武 装 せ

ず ， 巨 人 に た ちむ か うた め に堂 々 と進 ん で行 きま した 。

ゴ リア テは イ ス ラエ ル 軍 が 自分 と戦 わ せ るた め に， 一 介 の

羊 飼 の少 年 を よ こ した の を 見 て お こ って 叫 び ま した。 「つ え

を も って む か って くる とは ，私 を 犬 だ とで もい うの か 。」

「お ま え は つ る ぎ と や り と投 げ や り とを も って わ た しに む

か つて くる が わた しは 万 軍 の主 の名 ， す な わ ちお ま え が い ど

ん だ。 イ ス ラエ ル軍 の神 の名 に よ っ て お前 に た ち む か う。 き

ょ う， 主 は お ま え を わ た しの手 に わ た さ れ るで あ ろ う。 わ た

しは お ま え を うっ て首 を は ね， ペ リシ テ び と の軍 勢 の しか ば

ねを き ょ う， 空 の 鳥， ：地 の野 獣 のえ じき に し， イ ス ラエル に

神 が お られ る こと を全 地 に知 らせ よ う。」 （サ ムエ ル 上 ユ７：

４３－ ４６） 日

ダ ビデ はお それ ず に 巨人 にむ か って 走 って 行 き ま した 。 ダ

ビデ は小 さ な石 を石 投 器 に つ けて ペ リシ テ入 にむ けて た くみ

に放 ち ま した。 それ が み ご とに 命 中 して ペ リシ テ人 は うつ ぶ

せ に た お れ・ま した 。 ゴ リア テ瓜 そ の重 い体 を伏 して倒 れ た

の で す 。 ・

ペ リシ テ軍 は そ の軍 の強 者 が 死 ん だ の を見 て恐 ろ しさ に大

声 を あ げ， 陣 を あ とに して， 自分 た ち の 国 に逃 げか え って い

き ま ・し〆た。 ・、

ダ ビデ はイ ス ラエル の英 雄 と な り ま した 。 ダ ビ デは 自分 の

羊 の と ころへ は戻 らず に軍 隊 の高 い 地位 を 与 え られ ま した 。

す べ て の人 が ダ ビ デを 賞 め 讃 え ， 愛 し， ダ ビデ に っ い て の 歌

を う た い ま した。 τ

」 （トラブ ・ウイ ンに よ る さ し絵 ）
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一 管理監督のページー

什 分 の
一

ジ ョ ン ・Ｈ．・バ ンデ ンバ ー グ

Ａ 日の若者は，何かをするように一７
頼 まれるとその理由を知 りたが

る。 この理由を知ろうとす る望みは，

うま く使 うなら人格形成上の大 きな特

質ともなり得 る。なぜなら正 しい理由

にもとついて正 しい行ないをす るとい

うことは大切なことだからである。

たとえば，．デビド・０ ・マッケイ大

管長はこのように忠告している。 「利

己的な目的で什分の一を払うべきでは

ない。ただ自分の名前が記録にのるよ

うにと什分の一をおさめる者は，その

報いを受ける。その名前を皐録される

という報いを受けるのである。ちょう

ど人に見せあるいは聞かせようとして

祈 る人々のように， 『よく言っておく

が，彼 らはその報いを受けてしま「って

いる』のである。 しかし他の人々を助

け，義を広めたいという気持で什分の

一をささげる人，感謝の念をもって喜

んでささげる人々もまたその報いを受

ける。確かに，彼 ら．は与えると同時に

報いを得ている。すなわち，キリス ト

のために命を捨てる者は，それを見い

だすのである。」

一般に，人は自分で働いて得たもの

を分け与えたいとはなかなか思えない

ものである。これは，特に男性が生活

の大部分を， 自分自身 と家族を養 って

い くお金を得 ることに費 しているとい

う事実を考えてみれば理解できる。働

き始めだばかりの若者は，自分たちの

費 した時間と労力にしば しば驚きの目

をみはる。働いてお金を得ようと努力，

している人がささげものをするとき，

実際に自分 自身をささげているように

感 じるものである。

本当に自分の一部である何かを，私

たちの最大の努幻の成果である何かを

ささげること以上に，主 と教会に対 し

て私たちの愛をよく示すことができる

だろうか。そのようにする．ことはすば

らしいことである。

什分の一としておさめる私たちの収

入の１０パーセン トは，教会の運営費と

して使われる。私おちが礼拝 し，神聖

な儀式を行なう教会堂や神殿を建てる

のはこの什分の一である。奉仕の旅を

終えた宣教師たちを家に迎えるのも什

分の一である。大学や宗教講座，神学

講座などの教育機関をささえているの

もまた什分の一である。

私たちは什分の一が，ぞ⑱ように大

切な業をささえているということを知

って祝福されるだけでな く，戒めを守

ることによって注がれる霊的な恵みを

も受けるのである。主は，私たちが主

に求めている祝福にみあうだけのお金

を必要とされておられるわ け で は な

いｏ

什分の一を払うことによって，私た

ちは今 日ではまれになつている謙遜と

い う美徳を養 うことができる。主を愛

するがゆえに地上に神の王国を建τた

いという正 しい理由で什分の一を払 う

なら，私たちは謙遜に向って一歩踏み

出しているのである。非利己的な心が

欠けている今日，喜びと感謝の気持を

もって什分め一を払うということは，

そのような心を養うすばらしい訓練と．

なるのである。 １ ’ ゴ白

たとえ鯛 があっても，寛知 心は

主を喜ばせるものである。過去におい

て，什分の一が時々品物でおさめられ

たとき，それは特に若い人々の間でし

ばしば問題となった。父親が息子たち

に，最上の干 し草を什分の一として監

督の倉庫に持 っていしくように言 った話 ・

が菊ξら

干 し草を育て，刈 り，貯えるまで手

伝いをしてきたその息子たちは，不服

そうにこう言っ起ｂ「どうして最上の干

し草でなきゃいけないんだろう。普通

の干 し草でもかまわないじゃないか。」

父親の答えに，みんなはだまってし

まった。 「お母 さんと私が子供をさず

けて くださるようにと主に 祈 っ た と

き，私たちは主の持てるものの中で最

良のものを与えて くださるようにと主

に願った。そ して主はその通 りに して

くださったのだ。」

お金を費す場はた くさんある。お金

の最良の使６道を知ることは，どの時代

にあっても貴重な教訓である。他のす

べての支払を済ませてか ら什分の一を

お さめようとしたことのある人はだれ

でも， この方法が決 してうまくいかな

いことを知 っている。什分の一が納め

られるほど多 くのお金をもらっている

人はだれもいないと言 ったムがいるα

問題は自ムが什分の一を払うだけの信

仰がある劫どうかというζとにあ．る虜

什分㊧←は，自制心をやしな．うとい

う点で断食とも似ている６空腹のとき

に食事をとらないで食欲を押えること

のできる人は，たいてい喜んで什分の

一を納め，利己的な欲望をよく押える

ことができるものである。今日多 くの

若者が持 っている問題の原因の一つに

彼 らが何ごとにおいても決 して否定さ

れたことがないということがあげられ

る。幻覚剤で人生をだめにしてしまっ

たある若者は，両親は自分が望むもの

をなんでも与えて くれた～；言 って い

た・若者が強 さは自制心を即 章る

ことによりもたらされ，幸福は個入個

人が犠牲 と努力を払 って得 られ るもの

であると知ることは，なんと大切なこ

とであろうか。．「

什分の一を払うことは，礼拝するこ

とである。個人に対する主の愛の深 さ

を知るようになると，その人はもっと

完全に主を礼拝 したいと強 く望むよう

になる。什分の一はこの望みに対する

当然 の答えなのである。今私たちは主

のために命を捧げるようにと望まれて

はいないが，．私たちの生活¢おサる働

、２９９

．＿＿」
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きの 成果 を， 什 分 の 一 とい う形 で さ さ

げ る こ とが で き るの で あ る。

大 管長 会 の 一 員 で あ った故 ス テ ィー

プ ン．Ｌ．リチ 寿 一ズ長 老 は ，「什 分 の 一

の お きで 」 とい うパ ン フ レ ッ トの 中 で

こ う言 って い る 。「什 分 の一 は，喜 ん で

お さめ な くて は な らな い 。 キ リス トの

福 音 は 喜 び の 福 音 で あ る。 「人 類 が現

世 に あ るの は 幸 福 を得 るた め 」 な の で

あ る。 什 分 の 一 を 喜 ん で お さめ るの で

な けれ ば ， そ の 人 は 受 け るべ き祝 福 の

一 部 を 失 って しま う
。 私 た ち は喜 び進

ん で 心 か ら什 分 の 一 を さ さげ な くて は

な らな い 。 そ うす るな ら， さ さげ物 は

祝 福 され る。 ま た， い っそ う多 くの喜

び を 受 け るた め に は， 何 回 もそ れ を お

さめ る必 要 が あ る。 年 に 一 度 ま とめ て

払 うの で は な く， 年 間 を通 して何 回 か

お きめ るな らば， さ さげ る こ との喜 び

ば か りで な く， 習 慣 も身 に つ く… … お

さめ や す い とい うば か りで な く， さ ら

に 大 きな 恵 み を い た だ くた め に も収 入

が 入 るた び に 什 分 の 一 を お さめ る こ と

を 心 よ り勧 め た い 。私 た ち は， 教 会 で

神 の み わ ざ の た め に身 と心 を さ さげ て

い るが， 主 よ り与 え ら れ た ｒ什 分 の

一 」 の お きて ほ どに
， 私 た ち の真 心 を

は っ き り証 明 す る もの は な い。 『己 れ

の もの を 与 え る人 は， 自分 と飢 え た る

隣 人 と主 を 喜 ば せ る』 そ うい う こ とか

ら， 什分 の 一 の お きて は福 音 の す べ て

を 表 わ して い る と言 え る。 什 分 の一 を

お さめ る こ とは ま こ とあ 礼 拝 で あ り，

神 の 主権 を認 め る こ とであ る。 神 の み

わ ざに心 身 を さ さげ る人 の生 活 は， 愛

と奉 仕 に 満 た され る。 キ リス トは人 々

を そ の よ うな生 活 に導 くた め に， この

世 に 来 られ た の で あ る。 什 分 の一 の お

きて は信 仰 の もの さ しで あ る。 人 は，

什 分 の一 の お きて を どの よ うに守 る か

で， 自分 の信 仰 と神 へ の愛 の強 さ を知

る こ とが で る。 予 言 者 は ｒ什 分 の一 を

主 に捧 げ る べ く神 聖 な も の とせ よ」 と

言 って い る。 イ ス ラエ ル の民 で あ る兄

弟， 姉 妹 た ち よ， 什 分 の一 を主 の み わ

ざ の た φ に喜 び進 ん で 心 か らさ さ げ る

な らば， そ れ は あ な た が た に と って 神

聖 な も の とな る に違 い な い 。」

３００

ばらく前，私 とパ ッカー姉妹はし

ニューハンプシャー州の婦人連

合会の会議に出席しました。 そ こ で

「若者に焦点をあてて一 宗教」という

テーマで開かれていた数 日間にわたる

会議をとじるにあたり，指導者たちの

前で話す機会がありました。教会員の

バスウェル姉妹は，その会のプログラ

ム中最後φ曲を独唱するように頼まれ

ました。彼女はよく訓練 されたアル ト

の声で， どんなにむずかしい曲をも容

易にこなすのです。教会の会員である

ことが紹介されると，彼女はみんなの

前に立って言い’ました。 「私たちの教

会の子供たちは，みんな歌が大好きな

のです。子供だけでなく，大人にも愛

されている歌を何曲かお聞 き くだ さ

い。」 それから彼女は敬慶に， 子供に

愛されている歌を一曲歌いました。

その美しい歌声は会場いっぱいに響

き渡 り，そこにいたすべての人々は心

暖まる思いにひたりました。それは霊

的な経験でした。

彼女は他の曲を選ぶこともできたの

です。特に，彼女の持つ美声と才能を

そこに出席 した入々に知 って もらい，

賞賛を得 られるような曲を選ぶことも

できたのです。音楽の指導者はあまり

にもしばしば 「質の向上」の必要性を

感 じたり，福音の精神にのっとること

なく，ただ単に自分の才能を知っても

らいたいという理由でこの世的なある

、いは宗教的な曲を選んで，礼拝行事の

＼
、

、∠∵ み
・／

こ＼
＼ 、

＼

中に 「教養」をとり入れる責任がある

と思っています。そのような音楽は人

々の注意をひ くでしょうが，私たちの

礼拝の中にあってはそうではありませ

ん。

私を音楽に関してあまり知 らないと

言われる方があるかもしれません。そ

れは認めます。 しかし，私はいつ主の

みたまが宿るかを確かに知 って い ま

す。主のみたまは，ただ単に美 しく威

厳のある音楽に奮い立つこともなけれ

ば，いかに理路整然としていようとも

この世的な話に喚起されることもない

のです。

あの子供の讃美歌を歌ったときのバ

スウェル姉妹の質素さと敬慶さは，何

か霊的なものを感 じさせました。彼女

はもう一曲子供の讃美歌を歌い，その

あと 「高きに栄えて」（讃美歌１４０番）

の最後の節を歌い終るか終 らないうち

に，闘志にもえたように彼女の好きな

「シオンの若者真理を守り」 （讃美歌

１５０番）を歌 ったのです。

一般に若者は，ひるむことも逃げる

こともしないはずです。しかし私 はひ

るみ，逃げていく若者を見 て き ま し

た。

鉄の棒に従って目的の地まで行 った
ｒ
人 々を待ち受ける大 きな試練について

リーハイの見た示現は， しばしば見過

しにされがちです。ニーファイの次の

言葉によく耳を傾けてください。

「………私は一本の鉄の棒を見たが

旦

斗



た ま１は

雄 弁 に 語 る＊
十二使徒評議員

ボ イ ド ・Ｋ ・パ ッ．カ 「長 老

そ れ は川 の岸 に沿 って ず っ と延 び， 私

の 立 って い るそ ば の木 の所 ま で きて い

た。 …… 私 の 目に は こ こに 数知 れ ぬ ほ

ど群 が って い る人 々が 見 え， そ の 中 の

多 くは私 が 立 って い る そば の 木 の 所 へ

通 じて い る道 に と りつ こ う と して 押 し

進 ん で い た。 … … …私 は また 押 し進 ん

で くる ほか の人 た ちを 見 た が， この 人

た ち は進 み進 んで あ の鉄 の棒 の端 に と

りつ き， 鉄 の棒 に しっか り と りつ い て

暗 黒 の霧 の中 を通 って 一 生 けん め い に

押 し進 み， つ い に や っ て き て あ の木 の

実 を とっ て食 べ た 。 そ して 木 の実 を と

って食 べ て か ら， 心 に恥 じた も の の よ

うに あ ち こちを 見 まわ した 。 そ れ で ，

私 も ま た あ た りを 見 まわ す と， 川 の 流

れ の向 う側 に １つ の大 きな 広 々 と した

建 物 が 見 え， … … その 中 に は年 よ りや

若 者 や 男 や女 の人 が 一 ぱ い 居 た が， こ

の人 た ち の着 物 の 装 い は 非 常 に 美 し く

み ご とで あ って， あの 木 の と こ ろま で

や って きて そ の 実 を食 べ て い た者 た ち

を指 さ して あ ざけ る風 の 態 度 で あ っ

た。 そ こで そ の実 を食 べ た者 は， 食 べ

て か らあ の人 た ち に あ ざ け りを笑 わ れ

た の で心 に恥 しく思 い， 禁 制 の道 に踏

み迷 っで姿 を消 して しま った 。」 （１ニ

ー フ ァ’イ ８ ：ユ９， ２１， ２４～２８）

彼 らが 鉄 の棒 に従 っ て行 っ た あ と で

ま た そ の実 を食 べ た あ とで試 しが与 え

られ た こ とに注 意 して くだ さ い。 （こ

れ らの象 徴 に つ い て は， ニ ー フ ァイ 第

１書 １１章 で解 き明 か され て い る）

その試 しとは何でしょうか。彼 らは

なぜひるんで しまったのでしょうか。

それは人々にあざけられ，指さされて

恥ずかしい思いをいだいたためです。

入はどのようにすれば，確固たる態

度でいることができるでしょうか。

まず第一に，チャレンジが与えられ

たときには，それが個人個人に対する

チャレンジであるということをよ く知

ることです。 シオンの若者はひるまず

とも，あなたはそうなるかもしれない

のです。

あなたがたの多くは，たとえ近代の

ジョンス トン軍隊１が教会の存在をお

びやかそうとも， 自分は信仰の守り手

としてエコーキ ャニオン２にいるんだ

というようなあやまった考え方をして

います。あなたがたは，チャレンジと

いうものが教会に反対する一軍隊とし

てではなく，あなた個人の証をおびや

かす悪魔の形をしてやって くることを

理解 していないのです。

博士号の課程研究 も終 り近 くになっ

たころ，私は他の三人と一緒に哲学の

クラスに入りました。私ともう一人は

博士号を修めるためで したが，他の二

人は大学院で研究を始めたばかりでし

た。

私 ともう一人の博士号志望者 とめ間

に問題が生じたのです。教授はどちら

の側にもつかず，巧みにその論争を押

えていました。論争がさらに激 しくな

ると，他の二人 もそれぞれの側につき

ど ち らの側 も 「援 助 者 」 を得 て， 論 争

者 は二 人 ず つ に な り ま した。 そ の 問題

が ます ます重 要 性 を 増 して くる と， 私

は毎 日 み じめな 気 持 ちで 教 室 を 出 ま し

た。 なぜ そ ん な気 持 ち に な っ た ので し

よ うか。 それ は彼 が 間違 って いて 自分

が正 しい と知 って お り， 彼 もま た そ う

考 え て い る と思 った か らで した。 それ

で も私 は討 論 で彼 に勝 つ こ とは で きま

せ ん で した。 毎 日， 私 は 自分 が ま す ま

す 不完 全 な愚 か者 に思 え て きて， 降参

し よ う とい う気 持 ち に さえ な って きま

した。

そ う して い る と き， 私 は これ ま で教

育 を受 けて きた うちで 最 も重 要 な経 験

を した ので す 。 あ る 日， 教 室 を出 よ う

と して い る と， 彼 の 「援 助 者 」 が この

よ うに言 った ので す 。 「あな た は負 け

て い ます ね 。」

この 明 らか な 事 実 に抵 抗 す るだ け の

プ ライ ドもな く， 私 は答 え ま した 。

「あ あ負 け て い るよ
。」

「ど う して か わ か ります か
。」 と彼

は尋 ね ま した。

私 は興 味 がわ い て きて ， こ う答 え ま

した。 「いや ， お しえて くれ 。 知 りた

い ん だ 。」

「問題 は
， あ な た の話 は筋 道 が 通 っ

て い な い と い う こ と なん で す 。」 と彼

は言 い ま した。

私 は それ が ど う い う意 味 か を 彼 に尋

ね ま した。 私 は理 解 で きず ， 彼 も それ

を 説 明 す る こ と はで き ませ ん で した 。
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彼はただ 「話の筋道が通 っていない」

と言うのでした。

その晩，私はずっとそのことについ

て考えてみました。それは点数や単位

の問題ではな く，それ以上に大きな問

題でした。私は討論で負かされたこと

で， 自分で正しいと思 った原則を弁護

するのが恥 しいと思 ったのです。 「話

の筋道が通っていない」という彼の言

葉は私の心から離れませんでした。そ

こで私は謙遜な気持ちで主のみ前に祈

ったのです。そして私は知 っ た の で

す。

翌日，私たちは再びクラスに戻りま

した。今度こそは筋道の通った討論を

しようと決心 して……。再び論争が始

まったとき，私はいかにも哲学用語に

精通 し，知識があることを知ってもら

いたいかのように，誇張された不自然

な哲学用語を口にするかわ りに，すな

わち 「何か外的な要因により明 らかに

されるような形で，直感的な知恵を得

ること」と言うかわりに，私は筋道が

通るように 「神よりの啓示」と言った

のです。

突然形勢は一変 しました。私は打ち

負かされずにすんだのです。また，す

ぐあきらめてはな らないという教訓を

学んだのです。私 はその謙遜な学生に

感謝 しています。彼の言葉から，私は

多 くのことを学びました。

学生のみなさん，学び，探究し，成

長 して ください。高い学位をめざして

進んで ください。そして自分の選んだ

分野において卓越 した人物 となって く

ださい。あなたの宗教的信念を，分別

な く他の人々に押しつける必要はあり

ません。 しかし，教会や福音について

討論するときには，決 して筋道をはず

してはなりません。

確 かに，すべての人を説得 してあな

たの考え方を受け入れさせることはで

きないで しよう。、どんな時に説得すべ

きでないかをわきまえることができる

よう・，賢明でありなさい。 しか し，彼
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らが受け入れようと受け入れまいと，

その考えを知 ってもらうためにはっき

り教孝ることはできるはずです。信仰

と悔い改め，バプテスマについて教え

なさい。

大学には，資格条件 となる数多くの

教育課程があります。たとえば，最初

に基礎コースをとらないで高等化学の

クラスに登録することはできません。

大学院での教育を受けるには，まず大

学での課程を修了しな くてはならない

のです。

何の資格条件もな く，それに相当す

る訓諌も受けずにはじめから高等課程

をとってごらんなさい。必ずや失敗に

終ることで しょう。一つの分野の根本

原則を知 らなければ，その分野の基礎

的な原則に関する真の原理 は誤 解 さ

れ，あるいはまったく受け入れ られず

におわってしまうかもしれません。

福音にも，いくつかの資格条件とな

る課程があります。それなくしては，

福音の原則のより深い意味を理解する

ことはできません。事実，’まったく誤

解 してしまうようなこともあ るの で

す。

たとえば，神権を受けるためのいろ

いろな条件は，信仰，悔い改め，バプ

テスマ，聖霊の授与という課程を経た

人でなければほとんど受け入れ，理解

することはできません。

たとえ勤勉な善意ある人々があなた

の考えに同意 しないからどいって，決

して福音を恥 じてはなりません。彼ら

の言葉で，彼らの筋道に合わせて説明

することができないからといってひる

んではなりません。

みんなの信頼や人気が得 られな くな

っても，あ くまでも反対の立場に立た

なければならないときがあるのです。

だれにも相手にされなくなるときもあ

るのです。

しかしそのようなチャレンジは目新

しいことではありません。モロナイ自

身 も，真理をうまくのべ伝えるごとが

できないために， 自分切弱点を嘆きま

した。

「そこで私は主に答えて，主よ，…

おそらく異邦人は私たちの書きしるす

言葉をあざけるであろう， と言った。

すると主は私に告げて 「愚なる者はあ

ざける， されど後になりて悲しむ。わ

れが謙遜なる者に授 くる恵みは充分な

れば，かれ らは汝らの弱点に乗ずるこ

となし，もし人われに来らば，われは

かれにその弱点を認めさせん。見よ，

われは人を謙遜にするために人に弱点

を与うれど，すべてわが前にへりくだ

る者には充分わが恵みを授 くるにより

かれ らがわが前にへ りくだりわれを信

ずる時にはその弱きを強きに変えん。

われは異邦人にその弱点を認めさせ，

信仰と希望 と愛 との三つが人をすべて

の義の源なるわれに導 くものなること

を教え示さん』 と仰せになった。」（・イ

テル１２：２３，２５～２８）

教会は，バスウェル姉妹のような人

々を必要 としています。そのような人

々は， 自分の言葉ではこの世の人４に

対応することができないからというの

ではな く， 「すべて信 じる者に救いを

得 させ る神の力である福音を恥としな

い」 （ロマ １：１６参照）ために，適切

な時に福音にそうように霊感を受けて

いるのです。

契 １９６６年 ４月 １２日， ブ リガ ム ・ヤ ング

大 学 で 講 演 ざれ た 「シオ ンの 若 者 は

ひ るむ で あ ろ うか ゴ よ りの 抜 粋 。

１． ジ ョン ス トン軍 隊

１８５８年 ， 米 国 の ブ キ ャ ナ ン大 統領 の

命 に よ り， モル モ ン教 徒 に対 して 組

織 され た 軍 隊 。 （ア メ リカ歴 史 百 科

辞 典 第 ９巻 ， Ｐ．５４４）

２． エ コー キ ャニ オ ン

ソル トレ ７ ク市 の 北 東 部 に あ り， 当

時 守 備 隊 の 本拠 地 が あ った。１、（ア メ

リカ歴 史 百 科 辞典 第 １６巻， Ｒ．１８２英

文 ） １
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たかが教師 じゃないか妊へ、１＼

’
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十二使徒評議員

トー マ ス ・Ｓ ・モ ン ソ ン

ー 末日聖徒イエス・キリスト教会第１４０回年次総大会説教一

ば しば私たちは 「時代が変わった」という言 葉 を 聞し

く。おそらくその通りであろう。現代はちょっとあげ

ただけでも，医学，運輸，通信，探検の分野で非常な進歩が

見受けられる。 しかし，その変化の多い中にも全 く変わ らな

いものもある。たとえば，少年は依然として少年であり，同

じように少年 らしい誇 りを持ち続けているのである。

ある時，私はよ く言われる会話を立ち聞きした。

３人の小さな子供たちが自分たちの父親の良い点を話 し合 っ

ていたのである。一人が言った。

「僕のお父さんは君のお父さんより大きいよ。」す る と， も

う一人が 「だけど僕のお父さんは君のお父さんより頭がいい

よ。」と答えた。そこで ３人目の少年が言い返 した。「僕のお

父さんは医者さ。」 それから一人の少年の方を向いてばかに

したように言った。 「君のお父さんはたかが教師 じ ゃな い

か」。

一母親の呼び声でその会話は終りになった。しかしその言葉

は私の耳の中でこだまし続けた。たかが教師じゃないか。た

かが教師 じゃないか。たかが教師 じゃないか。いつか，その

幼い子供たちは霊感布ふるる教師の本当の価値を認めるよう

になり， このような教師が彼 らの人生に残す忘れ難い印象を

＼み ノ

・旨 わ

雛

鷺雌 鞠

４

Ｍ

逗
〆 フＬ．「層

／

心から感謝するであろう。

ヘンリー ・ブル ック・アダムス１が述べているように，「教

師の与える影響は消えることがない。そしてその影響はとど

まる所を知 らない。」 これは私たちの教師， すなわち家庭で

の教師，第 ２に学校の教師，第 ３に教会の教師すべてにあて

はまる真理である。

最 もよく私たちの印象に残 っている教師は私たちに最 も大

きな影響を与えた教師であろう。その教師は黒板を使わなか

ったかも知れないし，学位を持っていなかったか も知 れ な

い。だが，その教師はいつまでも絶えることな く，教えを心

から教えていた。然 り，それは母親である。同時に，それは

また父親でもある。事実，すべての親は教師なのである。

神からこのような教師に授けられた生徒すなわち私たちの

家庭に来 る赤ん坊は，神御 自身の家庭から地上に新たに降 り

てきた人類のかわいらしく新 しい花である。

最初の教育の時間は一瞬の間である。機会は失いやすいも

のである。教師としての責任をなかなか果たさない親は， し

ばしば言われる 「教えていたら」、という言葉を苦々しく経験

するであろう。

神より与え られた教育のつとめを始めるにあたり，親は一
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ｋ

層の霊感を必要とするのである。世にあって最もすば らしい

諸々の感情は，広大な宇宙あるいは小説や本の中から引き出

されるものではな く，子供の寝顔を見っめる親の表情の中に

こそ見られる。 「神のかたちに創造 し」という聖書の一節は

親がこの経験を繰返すたびに，新 しくかつ生き生 きとした意

味を持つのである。家庭は天国といわれる安息の場所とな り

愛ある両親はその子供たちに 「祈ることと，主の前に正 しく

歩むことと」を教えるのである。（教義 と聖約 ６８：２８）この

ように霊感された親は決 して 「たかが教師 じゃないか」とい

う言葉には当てはまらないのである。

次に，学校の教師について考えよう。家庭教育の一部を学

校の授業にまかせる時が必ずやって くる。ジ ョニーとナンシ

ーは，毎 日家から学校へ通 う楽 しそうな子供たちの中に加わ

る。そこには新しい世界がある。そして子供たちは教師に会

う。

教師たちは生徒に将来の希望を抱かせるだけでな く，将来

への心構えと彼ら自身とに影響を及ぼしているのである。も

し教師が未熟であれば，子供の人生に傷を残し， 自尊心を非

常に傷つけ，他人に対する自分の見方をゆがめるのである。

しかし，もし教師が生徒を愛し，その期待を裏切らなければ

子供たちの自信は増し，才能は延び，将来は保証されるであ

ろう。

よい生活への橋渡 しをすることよりも，信仰を失わせるこ

との方を好む教師がいることは不幸なことである。私たちの

導 く力は誤り導 く力にもなり，誤 り導 く力は破壊の力にもな

るということを忘れてはな らない。

Ｊ ・ルーベン ・クラーク・Ｊｒ副管長は次のよう に言 わ れ

た。 「最終的な真理を疑う者，あるいはその信仰を破壊する

者は，傷つき，不具者のようになり， また無 力になってしま

うのである。神はそのホうな者を厳 しく責めたもう。ほかの

人が 日の栄光に進むのを，故意にさえぎる者，この人の落ち

る深みは，その深さをだれが測れようか。」（不死不滅と永遠

の生命，第 ２巻，Ｐ．１４３－１４４）

私たちはクラスを管理できない時でも，少な くとも生徒を

備えさせることはできるのである。皆さんは 「どうして」と

問 うであろう。 「神の日の栄の王国への指導を与え，神の真

理と人間の理論を区別するバロメーターを与えなさい。」

私は数年前そのような指導書を手にした。それは私たちが

普通合本と呼んでいる，モルモン経，教義と聖約，高価なる

真珠を一冊に した聖典であった。その本は愛する父親からよ

く忠告に従った美 しい娘への贈り物であった。その父親は見

返しのページにこのようなすばらしい言葉を書いた。

「１９４４年 ４月 ９日

マウリーンへ

あなたは真理 と人の哲学の誤 りを見分ける方法をいつもも

ち，知識を増 して霊的に成長 していますね，私はあなオこにご
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の聖 典 を贈 ります ので ， 折 あ る ご とに読 み３ 生涯 大切 に して

下 さ い。

．愛 す る父 親

ハ ロル ド ・Ｂ 。リー」 壷ゴー
「鍵’

「た かが 教 師 」 と言 え るだ ろ うか
。 瞼

最 後 に， 私 た ちが いつ も 日曜 日に 接 す る教 会 の教 師 に つ い

て 考 え よ う。 この よ うな 場 で， 過 去 の歴 史， 現 在 の望 み， 未

来 の約 束 が す べ て 教 え られ る。 特 に こ こで は， 教 師 は パ リサ

イ 人 に な りや す く， 弟 子 に な るの は難 しい こ とを知 るで あ ろ

う。 生 徒 は教 師 が 何 を どの よ うに教 え るか で な く， どの よ う

に生 き て い るか を見 る ので あ る。

使 徒 パ ウ ロは ロ ー マ人 へ 勧 告 した 。

「な ぜ
， 人 を教 え て 自分 を教 え な い の か。 盗 む な と人 に説

い て ， 自 らは 盗 む の か 。姦 淫 す るな と言 って， 自 らは姦 淫 す

るの か 。」 （ロ マ ２ ：２１－ ２２）

パ ウ ロは霊 感 に 満 ち た， 力強 い教 師 で あ り， 私 た ち の よ い

模範 で あ る。 捕 わ れ て い た 暗 い 獄 で の パ ウ ロの行 な い か ら，

成 功 の 秘 訣 が うか が わ れ る。 パ ウ ロは兵 卒 の足 音 と彼 が つ な

が れ て い た鎖 の 音 を 知 った 。 パ ウ ロに好 意 を寄 せ て い た と思

わ れ る獄 の 番 人 は ， 皇 帝 の前 に 行 く方 法 に 関 して何 か 聞 きた

い こ とが あ るか ど うか 彼 に 尋 ね た。 す る とパ ウ ロは 自分 に導

き手 ， す な わ ち 聖 霊 が い る と語 っだ の で あ る。

この 同 じ聖 霊 は パ ウ ロが ア レオ パ ゴス の評 議 所 に立 っ た時

も彼 を 導 い た 。 そ れ は 次 の よ うに述 べ られ て い る。 「あ な た

が た が 知 らず に拝 ん で い る もの を， い ま知 らせ て あ げ よ う。

この 世 界 と， そ の 中 に あ る万 物 とを 造 った神 は， … …手 で造

った 宮 な どに は お 住 み に な らな い。 … … 神 は， す べ て の人 々

に 命 と息 と万 物 とを 与 え， … … わ れ わ れ は神 の うち に生 き，

動 き， 存 在 して い る一 ：。 … … わ れ わ れ も， 確 か に そ の子 孫

で あ る 。」 （使徒 １７：２３－２４， ２５， ２８）

も う一 度 尋 ね よ う。 「た か が 教 師 か 。」

家 庭 に あ って， 学 校 や 神 の 宮 に あ って， す べ て の人 々 の人

生 に影 響 を 及 ぼ して い る一 人 の教 師 が い る。 そ の教 師 は生 と

死 ， 人 の な す べ き義 務 と運 命 に つ い て教 え た。 ま た そ の人 は 』

仕 え られ るた め で な く， 仕 え るだ め に， 受 け るた め で な く，

与 え るた め に， 自分 の 命 を 救 うた め で な く， ほ か の人 の た め

．命 を 捧 げ るた め に 生 きた の で あ る。 そ の教 師 は色 欲 よ りも も

っ と美 しい愛 に つ い て， ま た宝 よ りも貧 し さに つ い て 述 べ

た 。 この教 師 は律 法学 者 た ち の よ うに で は な く， 権 威 あ る者

の よ うに教 え た と言 わ れ て い る。 （マ タ イ ７ ：２９参 照 ） 今 日

の世 で は， 多 くの人 々 が金 と名 誉 を求 め， 「現 われ て は消 え

て ゆ く」 哲 学 に よ り支 配 さ れ て い る が， こ の教 師 は決 して ，

風 が吹 け ば 永久 に消 え て しま うよ うな砂 の上 に は も の を書 か

な か っ た こ とを覚 え て お こ う。 そ の律 法 は石 の上 に刻 まれ た

の で は な く， 人 の心 に刻 ま れ た ので あ っ、た。 私 が 話 して い る

この教 師 と は， 全 人 類 の救 い主 で あ り瞭 い主 で あ る， 神 の 御



子 イ エ ス ・キ リス トで あ る。

献 身 的 な教 師 は 「わ れ に就 き て学 べ 」 と い う主 の招 き に応

じて 学 ぶ の で あ る。 ま た彼 らは主 の聖 な る力 を授 か るので あ

る。私 は 幼 い 頃 この よ うな教 師 に教 え られ た こ とが あ る。 私

た ち は 日曜 学 校 の ク ラ スで教 師 か ら， 地 球 の創 造 とア ダ ムの

堕 落 ， イ エ ス の照 い の犠 牲 につ いて 学 ん だ 。 彼女 は モ ー セや

ヨシ ュア， ペ デ ロ， トマ ス， パ ウ ロ， イ エ ス ・キ リス トを 主

賓 と して ク ラス に迎 え た 。 私 た ち は その 人 々 に会 わ な か った

が， 彼 らを愛 し， 敬 う ことを 学 び， また 彼 らの よ うに な ろ う

と思 った もの で あ る。

あ る’日曜 日の朝 ， 彼 女 は級 友 の母 親 の死 を 悲 しげ に発 表 し

た が， そ の時 ほ ど感 銘 を受 け， い つ まで も忘 れ られ な い教 え

と して残 った こ とは な か った。 私 た ち は そ の 朝， ビ リー の い

な い の に 気付 い た が， 休 ん だ理 由 は知 らな か った。 そ の 日の

レ ッス ン は， 「受 け る よ りは与 え る方 が， さい わ い で あ る」

（使 徒 ２０：３５） とい う テー マで あ った 。 レ ッス ンの 最 中 に，

彼 女 は本 を閉 じ， 神 の栄 光 に私 た ち の 目 と耳 と心 を 開 か せ

た。 彼 女 は 「私 た ち の ク ラス の パ ー テ ィー資 金 は い く らあ り

ま した か」 と尋 ね た。

憂 うつ な 日で あ る の で， か え っ て 「４ ドル ７５セ ン トです 」

とい う元 気 な返 事 が返 さ れ た も の で あ る。

彼女 は静 か に提 案 した。 「ビ リー の家 族 は悲 しみ に暮 れ て

い ま す。 今 朝 家 族 の人 々 を訪 問 して， 皆 さ ん の資 金 を差 し上

げ た らい か が で し ょ う。」

私 た ち は ３丁 ほ ど歩 い て ビ リー の家 に行 き， 彼 と兄 弟 た ち

、ビ，毒 総 函 、つし醸 覚えて、、、撤 彼
の母親がいなか つたのが心に残っている。また私は，大切な

パーテ ィーの資金を入れた白い封筒が教師の手から悲 しみに

沈んだ父ｉ親の手に渡 された時の皆の目に光 った涙が忘れ られ

ない。私たちは教会堂にかけもどった。かつてないほどに私

轡 鱒 瞬 くなり漕 び噛 ち浬 解力・灘 ・ち 徽 り

霊瞬歯柁た教鮪は少年少女に神の永遠の真理について教えた

ので あ る。 「受 け る よ り は与 え る方 が， さい わ い で あ る 。」

私 た ち は 「聖 書 を 説 き明 して くだ さ った と き， お 互 の 心 が

内 に燃 えた ので は な いか 」 （ル カ２４：３２） とい う。 エ マ オへ

向 か う弟 子 た ち の言 葉 を そ の ま ま引 用 す る こ とが で きた で あ

ろ う。

さて， 初 あ の対 話 「に も どろ う。 「僕 の お父 さん は君 の お父

さん よ り大 き．い よ 」 「僕 の お 父 さん は君 の お父 さん よ り頭 が

い い よ 」 「僕 の お 父 さん は 医者 さ」 とい うあ ざ け りを 聞 い て

そ の 少 年 は この よ うに答 え る こ とが で きた で あ ろ う。 「君 の

お 父 さん は 僕 の お 父 さん よ り大 きい か も しれ な い。 君 の お父

さん は 僕 の お父 さん よ り頭 が い い か も しれ な い。 君 め お 父 さ

ん はパ イ ロ ッ トや 技 師 や 医 者 か も しれ な い 。 だ け ど僕 の お 父

さ ん は， 僕 の お父 さ ん は教 師 なん だ 。」

私 た ち一 人 一 人 が こ の よ うな いつ も心 に忠 実 な 価 値 あ る心

掛 け を持 て る よ う， 教 師 で あ り， 神 の御 子 で あ る， 主 イ エス

・キ リス トの御 名 に よ りへ り下 って祈 る。 ア ー メ ン

１． ヘ ン リー ・ブ ル ック ・アダ ムス， （１８３８－ １９１８）， ア メ

リカ の歴 史 家

聖 餐 の 聖 句 伴 奏 曲

「

，

》

Ｒｏｙ Ｍ ．Ｄａｒｌｅｙ

き
ｆ

●

ｆ

１１月の聖餐 の聖旬

大人日曜学校

「また真 理 を知 るで あ ろ う
。 そ して真 理 は あ な た が た に

自 由を 得 させ るで あ ろ う 。」

、 （ヨハ ネ ８ ：３２）

子供周曜学校

「愛 す る もの た ち よ
。 わ た した ちは た が い に 愛 し合 お う

で は な いか 。 愛 は神 か ら出 た も の な ので あ る 。」

一 （ヨハ ネ ４
．：７）
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エ リ ノ ア ・ノ ー ル ズ

「
彼齢 鶴盤 翻 魏

な く， 女 性 と して妻 と して， 名 誉 あ る

役 割 を ひ き うけ る た め に立 ち上 った の

で あ る… … 。」 （リッ クス大 学 学 長 ， ジ

ョ ン ・Ｌ ・ク ラー ク）

カナ ダ の ア ル バ ータ州 ， ヒル ・ス プ

リ ング に あ る小 さ な高 等 学 校 で ， そ の

若 い一 人 の教 師 は初 めて 教 鞭 を と っ

た。 彼 女 は， この二 ， 三 ケ月 の 間 に 自

分 の生 活 全 体 が変 って しま い， 後 に あ

らゆ る民 族 ， 主 義 の人 々 と会 見 す る よ

うに な ろ うと は， 夢 に も思 って は い な

か った の で あ った。

サ ラ ・イ ザ ベ ル ・メ リル は， 生 後 ２

３ケ月 を の ぞ い て， ず っと カナ ダ の地

に住 んで い た。 （彼 女 は ユ タ州 の リー

ハ イ で 生 れ た ） 彼女 の 父親 は， カナ ダ

政 府 の か ん が い 事業 で働 く末 日聖 徒 の

住 宅 建 設 に携 わ って い た。 サ ラは， マ

グ ラス と ヒル ・ス プ リン グで 教 育 を 受

け， カル ガ リ市 にあ る師 範 学 校 を卒 業

した 。 ヒル ・ス プ リン グの 高等 学校 で

サ ラは 背 が 高 くて ハ ンサ ムな， 教 師 で

あ り校 長 で あ るエ ル ドン ・タナ ー に 会

った 。 二 人 は 恋 を して １９１９年 の １２月 ，

雪 の ふ る寒 い 日に 結婚 した 。 （二 人 の

結 婚 は後 に， １９２３年 ８月 に献 堂 され た

アル バ ー タ神 殿 で 永遠 に結 び 固 め られ

た 。）

結 婚 して， サ ラ ・タナ ー は家 庭 を離

れ て ， 全 時 間 を 外 で働 くの は や め よ う

と思 った 。 彼 女 は家 庭 の 仕 事 に 専念 し

教 会 ， 社 会， 政 府， 会 社 で の 多 岐 に わ

．選

ゼ 蚤，難ぎ
ミ

　

嘱

た る夫 の仕 事 を 助 け る こ とに そ の 力 を

尽 した 。結 婚後 数 年 間， 二人 は一 生 け

ん 命 に 家庭 を築 き， や が て タ ナ ー兄 弟

の学 業 も無 事 に終 っ た。 そ の間 に二 人

は愛 ら しい ５人 の娘に 恵 ま れ た 。 ル

ツ， イ ザベ ル ， ゾ ラ， ベ ス， そ してヘ

レンで あ る。 （今 で は子 供 た ち は み な

結 婚 して お り， タナ ー夫妻 に は２６人 の

お 孫 さん た ち と一人 の ひ 孫 が い る 。）

最近 ， アイ ダ ホ州 の レ ックス バ ー グ

に あ る リ ソクス 大学 で は， そ の年 の優

秀 な女 性 と して， タナ ー姉 妹 を選 び表

彰 した 。文 頭 の 引用 文 も含 め て， ジ ョ

ン ・Ｌ ・ク ラー ク学 長 が彼 女 に お く っ

た 以 下 の讃 辞 の 言葉 は， サ ラ ・タ ナ ー

の家 庭 と家 族 へ の献 身 を よ く言 い 表 わ

して い る。 １
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「若い時から，あなたは理想の女性

としての特質をのばしてきました。芸

術や文学，歴史，音楽，そして演劇な

どの文化活動をとおして，あなたは人

生を豊かなものにしてきました。あな

たはその家庭への興味と価値観と家庭

や子供たちへの力強い献身とによって

真の母たるものの本質を身をもって示

しておられます。」また彼女につ い て

このようなことが言われている。 「彼

女は公立の学校や教会の教師として，

また多 くの補助組織の指導者として神

の愛を身をもって実践 しました。」

タナー副管長がアルバータ州会議員

として，またその後に州内閣閣僚とし

て優れた手腕を発揮 した時に，彼の愛

する 「サリー雪はかたわ らで彼を助け

同 時 に 家 庭 を よ く管理 す る こ とを忘 れ

ず ， 二 人 の 家庭 が うま くい くよ うに見

守 って い た。 夫 が仕 事 で ヨー ロ ッパ，

西 イ ン ド， メキ シ コ， カナ ダ のす べ て

の地 方 ， そ して世 界 中 の他 の い ろ い ろ

な場 所 に行 くと きに は， 事 情 の許 す か

ぎ り彼 女 は夫 に つ い て い った 。 こ の よ

うな 日々 の 冒険 に満 ち た経 験 の一 つ に

英 国 の エ リザ ベ ス女 王 と 国王 ジ ョー ジ

四世 の 晩餐 会 に招 か れ た こ とが あ る。

ま た女 王 エ リザ ベ スニ 世 ， ブイ リ ップ

侯 を は じめ 多 くの著 名 な人 々 に招 待 さ

れ た ので あ った 。

ど こに い て も， タ ナ ー姉 妹 は教 会 で

活 発 に働 い た。 サ ラが 若 い と き に教 師

と して訓 練 を うけ経 験 した こ とが ， プ

ライ マ リー や 日曜 学 校 ， ＹＷ Ｍ ＩＡ ，

扶助協会などの教師の責任をとおして

大いに発揮 されている。彼女はまたワ

ー ド部のＹＷＭ ＩＡや扶助協会の会長

として，ステーキ部補助組織の副会長

として働 き，その才能をますますみが

いている。タナー副管長か西ヨーロソ

バ伝道部長であられた時，タナー姉妹

はＹＷＭ ＩＡ中央管理会のヨーη．ヅパ

地区特別代表として任命された。 （そ

のような職務についたのはＹＷＭ ＩＡ

歴史上タナー姉妹が初めてであった。）

１９６４年タナー姉妹とタナー副管長は，

共にゴールデングリーナーとマスター

Ｍメンの名誉賞を受けた。

タナー副管長が１９６０年に十二使徒評

議員会補助 として教会に全時間を捧げ

て働 くよう召された時， これは二人が

３０７



灘 芒

愛 す る家 族 と， な つ か しい カ ナダ の家

を 離 れ る こ とを 意 味 して い た 。 （娘 た

ち は全 員 カ ナダ に 家 庭 を 築 い て い だ か

らで あ る） しか し二 人 は 大 管 長 か らの

召 しに い さ ぎ よ く応 え て， 新 しい 家 庭

を 築 くべ くソル トレ ー ク市 に 引越 して

きた の で あ った 。現 在， 二 人 は 山 に 囲

まれ た ソル トレ ー クの 谷 を 一望 の も と

に見 晴 す 広 々 と した アパ ー トに住 ん で

い る。 タ ナ ー副 管 長 と タ ナ ー 姉 妹 は

１９６９年 の １２月 で ５０回 目の 結 婚記 念 日を

迎 え， ３８人 の 家 族 と共 に ハ ワイ に旅 行

し， す ば ら しい ２週 間 を す ご した。

「約 ２年 前
， 夫 が私 に どの よ うに し

て 金婚 式 を お祝 い した い か とたず ね ま

した 」 彼女 は思 い 出 を語 った。 「結 婚

の 披露 宴 を しな か った の で， 夫 は たぶ

ん 今， そ れ を した ら ど うだ ろ うか と思

って い るよ うで した。 私 は夫 に き きま

し’た。 「私 が 本 当 に した い こ とが おわ

か りに な る ？ 私 は家 族 そ ろ って ハ ワ

イ に行 き た い ので す 。」夫 は す ぐ に そ

の計 画 を た て は じめ， そ して１２月 の１７

日に私 た ち家 族 は シ ア トルで 落 ち合 い

ハ ワ イへ 飛 ん だ ので す 。」

ハ ワ イ の チ ャー チ
、・カ レ ッジ は ク リ

ス マ ス の休 暇 中 だ っ た ので ， タ ナ ー家

、は大 学 の学 生 寮 に宿 泊 し，』そ の食 堂 を

使 い， た くさ ん の レ ク リェ ニ シ ョン設

備 を使 っ て楽 しん だ。 二 入 の結 婚 記 念

日， １２月 ２０日 に は， みん なで ポ リネ シ

ア文 化 セ ンタ ー の シ ョー を楽 しん だ の

で あ る。

「この旅 行 は
， 想 像 して い た以 上 の

本 当 にす ば ら しい も ので した 。」 と 姉

妹 は い っ て い る。

リ ック ス大 学 の引 用 文 の中 の 「本 当

に豊 か な女 性 ら しさ」 また 「夫 に 与 え

る霊 感 」 な ど の言 葉 は注 目に値 す る。

タ ナ ー姉 妹 は 自分 の生 涯 に最 も強 く影

響を与えたものは，祈 りの力に対する

確信であると述べている。 「私は若い

時に祈 りに対 して証を得ました。私は

祖母が母親につれ られて，森の中を散

歩 しながら，祈るときにはいつも確信

を持ち，祈 ったことが本当になると信

じなさいという教えを受けた時の話を

今でもはっきりと思い出す ことができ

ます。」 サラ・タナーは多 くのことに

興味を持 っているが，夫と家族への献

身をまず第一に考える。 「現在大管長

会の第二副管長の妻であることが私に

とって教会の唯一の責任です。また，

私は夫にとって最高の妻になるように

ねが っています。」と彼女は誇りを持っ

て言 う。

サラ・メリル ・タナーは本当に女性

として妻 としての役目をその身にひき

うけ，その責任を立派に果 た して い

る。

救 い と 家 族
七十人最高評議員

ブル ー ス ・Ｒ ・マ ッコ ンキー長 老 ．

一 末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教会第１４０回年次総大会説教一

いは家族にかかわる事 柄 で あ
救

る。

私たちは皆，永遠の父なる神の家族

である。すなわち私たちは神の霊の子

である。私たちはこの世のもといが置

．かれる前に家族 として天父と共に住ん

でいた。

すばらしい真理を歌った讃美歌に次

のようなものがある。

「み親は一人か

深 く思えば ，

永遠の真理は告 ぐ

天に母ありと

こ¢）身を横たえ

世を去るときに

父母と高きにて

われは会えるや

仰せのみわざみな

成 しとげしとき

受入れみそばに

住まわせたまえ

一 讃美歌 第１４０番

私たちがまだ神の御前に住んでいた

時に，高きに住まう永遠の御父は私た

ちが進歩 し，御父のようになれるよう

救いの計画を定められた。

この福音の計画によりすべての神の

子供たちは， この世の試 しめ期間を過

ごす特権と永遠の生命を得 る望みとを

与えられた。私たちは皆，キリス トの

蹟 いにより不死不滅によみがえり， も

し福音の律法 と儀式に従 うならば，永

遠の生命を得ると約束された。

永遠の生命 とは，永遠の父なる神が

過ごしておられる状態につけられた名

である。永遠の生命は神の生命であり

神の生命は永遠の生命である。もし，

１
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画．

私たちが永遠の生命を得 られるとすれ

ば，それは私たちの進歩によるのであ

って，神のよ うになることであるσ

もし私たちが永遠の御父のようにな

るとすれば，明らかに私たちは御父の

ように不死不滅にならねばならない。

また，私たちは御父の特質と完全さ，

属性を得，御父が亨受 しておられる力

と栄光，支配を得なければならない。

また天父の永遠め家族を象って私たち

φ永遠の家族を造 らねばな らないので

ある。

神がこの神権時代に回復された福音

は永遠の生命の福音である。そ してこ

れは，すべての神権時代め辛言者，聖 ‘』

徒たちに与え られた救いと同じ体系で

ある。またこれは，天父が完全であら

れるように私たちも完全になり，自分

たちの永遠の家族を造って完全にし，

永続させるための律法と権能か ら成 っ

ている。

父なる神の偉大な御業は創造であっ

た。神は私たちに命を与え られ，私た

ちは天父の家族に加え られた。また神

の力により地球とその上にある万物が

造 られた。そして神はその業を完全に

果たされた。

キリス トの偉大な御業は瞭いであっ

た。キリス トの腰いの犠牲により，す

べての人は不死不滅によみがえ り，完

全な福音の律法をすべて信じて従う人
く

々は永遠の生命を得る。こうレてキリ

ス トはその御業を完全に果たされた。

人がなし得る偉大な業は 福 音 を 信

じ，戒めを守 り，永遠の家族を造って

完成の域に到達させることである。こ

うして末日聖徒はできる限 りその業を

完全に果たそうと努めてい る の で あ

る。

私たちが教会で得るすべてのことは

日の栄の結婚に集約されるのである。

すなわち，昇栄は家族にかかわる事柄

であるぐ

この世に誕生 した瞬間か ら神殿で結

婚する時まで，輻 音はこの世で も次の

世でも夫や婁で勢ちれるよう聖なる結

婚制鄭 崎 縣 をし讃 格を得るた

めにある。 弊

その時から，地上で結び，それを永

遠に天でも結び固める聖なる神権の権

威と権能により，私たちは共に結ばれ

るのであるｑ明らかにさ飽＝な融えに関

するすべてのことは曇灘 茸 樽締婚誓

約の条件を守 る助け廷≒し峯誹画き：れて∫

いる。そしてそれによらて， この誓約

は来世でもその力と効力を失わない。

日の栄の結婚は福音の最高の儀式，

すなわち主の宮居における最高の儀式

である。このように．家族は今 も永世に

も最 も大切な集まりである。

従って私たちはこの世のいかなるも

のよりも，家族にもっと深い関心を寄

せるべきである。

すべての重大な決定は，それが家族

に及ぼす影響を考慮 して下すべきであ

る。男女交際，学校教育， 友 人 の 選

択，職業，趣味，居住地，社会生活，

加入する組織，人々への奉仕，とりわ

け私たちに示された真理の標準に従 う

か否か，これ らすべては家族に及ぼず

影響を考慮 して決めなけれ ば な．らな

い。

イエス ・キリス「トの福音に教えられ

ているような家族を造 り，完全の域に

到達 させることがこの世で最 も大切な

ことである。

夫たる者に対 し，主は次のように言

っておられる。 「汝 ら誠心を以て妻を

愛してこれと結び合うべし。その他の

者に愛着することなかれ。」（教義と聖

約４２：２２）

主は夫 と同様に妻にとっても同じ義

務を負わせておられる。

夫にも妻にも主は戒めてお られる。

「汝姦淫を犯すなかれ
。また何事にて

もこれに類することを為す こ と な か

れ。」（教義と聖約５９：６参照）

両親に対 して，主は子供たちを光と

真理の中で育てて福音を教え，彼 らに

敬けんな行ないの模範を示すよう命 じ

／／

て お られ る，

また， 主 は子 供 た ちに命 じて お られ

る。「主 に あ って 両 親 に従 いな さ い 。」

（エ ペ ソ ６ ：１） 「あ な た の 父 と母 を

敬 え 。」 （出 エ ジ プ ト２０：１２）

１家族 に対 して
，ヒ主 は勧 告 して お られ

る。 「互 い に愛 し， 支 持 し， 助 け合 い

．な・さ い
。」

「全 き福 音 の律 法 に従 い
， 戒 め を守

りな さ い 。」

「家 族 一 人 一 人 の 生 活 を完 全 に し
，

弱 い者 を 強 くし，横 道 へ そ れ て い る愛

す る家 族 を 元 に 戻 しな さい。 そ して，

彼 らが 新 た に霊 的 な 力 を得 るよ う努 め

な さい 。」

「福 音 を ま だ受 け 入 れ て い な い親 族

を探 し， 彼 らを キ リス トの も とへ来 さ

せ ，共 に キ リス トの もつ徳 を 分 か ち合

い な さい 。」 ．

・「霊 界 に い る先 祖 に手 を差 し伸 べ ，

神 殿 の 儀 式 に よ り彼 らに福 音 を もた ら

しな さ い 。」

また 主 にあ って は， 男 な し には女 は

な い し，女 な しに は 男 は な い と記 され 『

て い る。完 全 な 教 会 の 家族 に あ って は

両 親 な しに は子 供 は な い し， 子供 な し

に は両 親 は な い と も言 え るで あ ろ う。

真 の 福 音 は 家族 を 中 心 に置 い て い る

ま た． 全 き救 い は 日 の栄 光 に お いて 家

族 歯 係 が 永 続 す る こ とで あ る。 永 続 す

る家 族 関 係 にあ る人 々 は永 遠 の生 命 を

得 ， 永 続 す る家 族 蘭 係 に な い人 々 は永

遠 の生 命 を 得 られ な い ので あ る。 なぜ

な らば， 天 国 は ま さ に永 遠 に続 く末 日

聖 徒 の家 族 の延 長 以 外 の何 もので もな

い ので あ る。

救 い を もた らす そ の力 は非 常 に偉 大

で あ って， 地 を天 国 に， 入 を 神 に高 め

得 るの で あ る。 人 が心 に抱 き得 る最 も

崇 高 な 思 い は， 家族 が永 遠 に 続 く こ

と， す な わ ち救 い は家 族 に か かわ る事

柄 で あ る とい う概 念 で あ る。

イ 土 ス ・キ リス トの御 名 に よ りぴ

ア ー メ ン

３０９
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〈日本西部伝道部長だよ り〉

たちは，主のみ業すべてに深 く感謝 しております。世
私 界中に

，特にこの日本の地に主の導きがあることをは

っきり知ることができます。教会も聖徒たちも大きく発展 し

つつあり，信仰と行ないの面にも，かつてみられなかったよ

うな大 きな成長が見 られます。賢明な目的のために地上に送

られてきた選ばれた霊たちの中か ら，今や多 くの人々が呼び

起 こされています。非常に多 くの入々がみたまに触れようと

手探 りをしています。日本の人々は真理を，霊的な真理を捜

し求めているのです。幸福とは，イエス ・キ リス トの福音に

のみ見出されるものなのです。現在は，歴史上他のどの時代

にもまして，主が特別にとっておかれた時代のように思えて

なりません。

私どもの親友であるエ ライアサン兄弟姉妹から聞いた話を

次に述べたいと思います。愛の精神をもって福音をのべ伝え

たジェームズ ・Ｅ ・ウォル トン兄弟姉妹の話です。二人は夫

婦で宣教師に召されましたｇ次の話から，私たちの生活の中

で，愛というものがいかに大切であるかをより深 く心にとめ

られるように願ってやみません。、

ウォル トン兄弟姉妹が伝道の召しを受けたのは，彼がちょ

うどステーキ部の祝福師をしていたときでした。彼はいった

ん召 しを受けたからには，必ずそれをなし遂げようと決心 し

たのです。

ウォル トン兄弟姉妹は人々を愛 し，ほんの短い間しか接 し

なかった人々にもその愛を感 じとってもらえるというすばら

しい賜に恵まれていました。ウォル トン兄弟は，疑いの心を

持たない 「異邦人」に腕をまわしてよくこう言いました。

「兄弟，主はあなたを愛 しておられます。そしてあなたがバ

プテスマを受けて主のみもとに来るように望んでおられるの

です。」

このように言われて人々が最初に思うのは，恐 らく 「この

人はただ私を改宗させようとしているだけなんだ。」というこ

とではないで しょうか。 しか しウォル トン兄弟の愛は表面だ

けのものではありませんで した。それは，真心から出た愛で

だれも逆うことのできないものでした。 ここに愛の本当の価

値があります亀この謙遜な心を持ったすばらしい兄弟の愛は

本当の愛，すなわち彼の一部であり，決 して偽善などと誤解

されることのない愛だったのです。

そのような愛によって，７５歳のウォル トン兄弟と同僚であ

る姉妹は，はじめの ６ケ月間に接 した人々のうち５２人の人々

か教会に加わるのを目にしたのです。

モルモン ・パビリオンのガイ ドの人の心がとのような愛で

満ちていたために，一人の人がモルモン経を全部 読 み ま し

た。そしてその人はこの愛の福音をもっと教えて くれる人を

見つけるために， ４回も大分支部に出かけて行ったのです。

４年も前に愛ある導 きを受けた人が，その愛のゆえに教会

に再び戻りバプテスマを受けました。

主のみ心を行なうために私たちは兄弟姉妹として一つとな

り，みたまの導きを受けなければなりません。みたまを受け

るためには私たちの家族に，同胞である兄弟姉妹に，そレて

非教会員の友人に愛をもって接することを忘れてはなりませ

ん。 「愛は，天父があらゆる面に用いられた神聖な原則」な

のです。みたまを受けるために，私たちはみたまに波長を合

わせていなければなりません。主のみたまに波長を合わせて

おくには，主のみ言葉に従わなくてはならないのです。主は

「心をつくし
，精神をつ くし，思いをつ くして，主なるあな

たの神を愛せよ」，また 「自分を愛するようにあなたの隣り

人を愛せよ」と言われました。 （マタイ２２：３７，３９）私たち

は喜びを分け与えることなしに，隣人 に福音を伝えることな

しに，真心か ら隣人を愛することができるでしょうか。 この

大いなる時代にあって，主の目的を助けるにふさわしい者 と

なれるよう，私たちはまずこの愛を，慈愛を，そしてキ リス ト

の純粋な愛を養わなければなりません。 「それであるから私

の愛する兄弟 らよ，あなたたちは，神が御子イエス ・キリス

トに真に従う者たちに一人のこらず与えたもうたこの愛で自

分たちの胸を満たすためにありたけめ心をつくして御父に祈

れ。」（モロナイ７ ：４８）

私たちはこのような知識が与えられていることを，また将

来のたあに主が備えたもうておられる機会 と祝福を天父に心

より感謝 しております。 ・・

渡辺伝道部長

御夫妻

一 日本西部伝道部のページー
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